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◇開催概要 

≪開催≫ 

日時 平成 26 年 2月 11 日 12:00～ 

場所 第１部 花博記念ホール 

（鶴見緑地公園内） 

 第２部 生き生き地球館会議室 

（鶴見緑地公園内） 
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主催者あいさつ 
 

宮前 保子 

（公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会 専務理事） 

 

 ここ、鶴見緑地で「国際花と緑の博覧会」が開催され

たのは、1990 年のことです。その基本理念である「自然

と人間との共生」を展開するための事業として、国際花

と緑の博覧会記念協会では昨年から「みどりの交流広場」

を開催しており、本日はその第 2 回となります。 

 自然は、私たちにたくさんの恵みを与えてくれます。

そして、今日お集まりになられた皆さまは、日ごろから

自然を保全したり、管理したり、町に花を植えたりと、

たくさんの活動に参加なさっています。今日はお互いの発表や展示をご覧いただき、皆さまの交流

がますます深まるとともに、ネットワークが広がって活動がより活発になることを願ってやみませ

ん。今日は一日ゆっくりした時間の中で皆さま方の発表をお聴きいただきますようお願いして、開

会のあいさつとさせていただきます。 
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コーディネーターあいさつ 
 

上甫木 昭春 

（大阪府立大学大学院農学生命科学研究科教授） 

 

 今日は会場に入る前に、20 団体のパネル展示を見せていただきまし

た。これから皆さんの活動内容を生でご紹介いただけるということで、

わくわくしています。それに加えて、一つお願いがあります。今日は

交流広場ですので、発表後には交流会が設定されています。そこで、

交流会をより有意義なものにするためにも、発表では、皆さまが活動

なさっていて楽しかったことや苦労して乗り越えられたこと、あるい

は今お困りになっていることについて、ざっくばらんにお話しいただ

きたいと思います。それが交流のきっかけになるのではないかと思い

ますので、できれば踏み込んでお話しいただくようお願い申し上げま

す。 

 さらに、発表された内容についてご意見やご質問を投げ掛けていただくことが、次の交流会をよ

り実り多いものにするための下準備になると思いますので、どうか活発にワイワイガヤガヤやって

ください。 
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会長、みずほ花倶楽部代表を 3 トップに据え、教頭先生、理科担当教員、PTA 執行部、みずほ花倶

楽部をメンバーに、学期に一度会議を開催しています。 

 みずほ花倶楽部は地域住民の皆さんで構成されており、メンバーは現在 15 名です。学校ではビオ

トープ委員会をつくって今も子どもたちが頑張って活動していますし、PTA は毎年 PTA 予算からお

金を出す形で協力しています。そして、毎日の水やりや水位調整等は、みずほ花倶楽部のメンバー

が担っています。他校の失敗例を見ると、校長先生や担当の先生の異動によって継続できなくなっ

ているようだったので、その波を小さくするために地域や PTA を巻き込んで運営する仕組みをつく

ったわけです。 

 今、ビオトープにはカルガモが来たり、秋にはヒガンバナが咲き乱れてとてもきれいです。また、

200 年前の道しるべや、頼山陽が愛でた「台柿」の木もあって、社会科の勉強もできます。さらに、

絶滅危惧種のデンジソウを育てることでベニイトトンボがやってくるようになり、昨年は初めてジ

ャコウアゲハが来てくれました。ビオトープができた 2007 年に、大阪府立城山高校からチョウの食

草をたくさん頂いたのですが、その中にジャコウアゲハが大好きなウマノスズクサがあったのです。 

 

3.プロジェクトの永続を目指して 

 最近は年に一度、学校で授業をさせていただいています。授業は、世界平和の話やマザーテレサ

の話に始まって、生態系ピラミッドの話まで、1 時間かけて行っています。子どもたちは話を聞く

ことでビオトープの大切さを理解するようになり、昨年は 700 本の苗木を植樹しました。ビオトー

プが大好きな瑞穂小学校の子どもたちは、学校の緑を大切にする活動に自ら参加しています。 

 瑞穂小学校は過去に学級崩壊が頻発していた時期があり、当時は校庭も荒れていましたが、地域

も PTA も、それを解決するための仕組みをつくることができませんでした。しかし、今はその仕組

みの一つとして、環境プロジェクトが機能し、年に 2 回、PTA はもちろん、先生・子ども達、そし

て地域からは私たち「みずほ花倶楽部」や自治会の方々も参加して、ビオトープ（学校全体）の大

清掃を行っています。 

 また、国からの学校支援地域本部事業推進を受けて、伊丹市の予算で学校の樹木を剪定する講習

も先日実施されました。そこには PTA と一緒に、みずほ花倶楽部のメンバーが参加しています。昨

年度の大規模緑化も県の大きな助成金をいただいています。行政も教育委員会も関わっていただき、

地域総がかりで取り組んでいるのが、私どもの一番の特徴です。環境プロジェクトという仕組みの

永続を目指し、これからも尽力してまいりたいと思っています。 

 

（Ｑ） デンジソウの保全をしておられるとのことですが、伊丹でもデンジソウの生息地はほぼな

い状態であると聞いています。デンジソウの遺伝子を守るための管理は、どのようにしておられる

のでしょうか。例えば、京大ビオトープのようなところに移されているのでしょうか。 

（Ａ） 地域の種なので、あまり遠くには出していません。伊丹市みどり公園課によって、もとも

とデンジソウが自生していた辺りに生やしていただいているのと、同じ伊丹市の有岡小学校と瑞穂

小学校で守っている状態です。学校というのは閉鎖的な空間なので、そういう意味では良い環境に

あるのではないかと思っていますし、何と言ってもデンジソウは結構強いので、頑張って増えてく

れています。  
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を実施する学校を文科省が指定して 5 年間補助金を出すものです。このおかげで、2 年生の SSH 系

の生徒は、ベトナムの農村部にまで行って持続可能な循環型の生活を学ぶことができます。さらに、

わずか 6 年の整備で、県の絶滅危惧種であるニホンアカガエル、ニホンイシガメ、キンラン、イワ

ナシ等、希少動植物の回帰に成功しました。 

 

3.部活動の成果 

 本校は部活動も盛んで、中でも科学部生物班は 29 年にわたって校内と学校周辺の生物分布調査と

標本管理を続けています。類似の調査がないことから地域の貴重な学術資料となっており、2012 年

には「全国学校・園庭ビオトープコンクール」において、上位 5 賞のうち、国土交通大臣賞を受賞

しました。 

 また、卒業生の有志 64 名が「奈良学園中高里山支援チーム」という団体をつくり、毎年 7 月に「里

山の森を育てるクラブ」を開催しています。これは、奈良県内の小学生と保護者の方に校内で昆虫

採集をしていただき、その後、採った昆虫について一緒に名前を調べるという催しです。 

 

4.奈良学園の環境保全教育システム 

 先生の言葉を借りると、本校は、小学生で「里山を育てるクラブ」に参加し、中学生になると学

校の環境研修体験でフィールドを走り回って五感で自然を体感、高校生では海外まで出かけて持続

可能な循環型の生活と生物多様性の保全を学習し、卒業して大学生になると「里山支援チーム」に

入って学校に戻り、TA として環境発信者になるという、まさに「持続可能な人材の循環型システ

ム」づくりを目指しているそうです。 

 現在、科学部生物班と SS 研究チームは、奈良県レッドデータリスト絶滅危惧種であるニホンアカ

ガエルの産卵と増殖に関する研究に取り組んでいます。ニホンアカガエルは、水路のコンクリート

化、冬期湛水をしない水田の増加や農薬の使用によって個体数が減少しているのですが、われわれ

が倒木処理や除草を行って産卵場所を整備したところ、昨年 3 月までに既存の棚田を含めて 30 以上

の卵塊が確認できました。一昨年比で 10 倍になっており、手ごたえを感じているところです。これ

からも学校林をフィールドに、生物に関する研究を続けていきたいと思っています。 

 

（Ｑ） 高校 2 年生が海外環境研修でベトナムへ行かれているということでしたが、研修先の選定

に際して必要な情報は、どのようにして得てられるのでしょうか。 

（Ａ） ベトナムに行くこと自体は、国から言われたことだと聞いています。ベトナムに行ったの

は生物に関する研究をしている人だけではなく、放射線に関する研究をしている人も一緒でした。

その中の何人かがグループになって SS 研究チームとしてベトナムに行き、現地の高校や大学とプレ

ゼンをし合ったりしているということです。  
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● 発表資料 

 
  

２０１３年２月１１日
第２回みどりの交流広場

－学校林をフィールドとした里地
里山整備と生物多様性の保全活動－

学校ぜんぶがビオトープ！

学校法人奈良学園
奈良学園中学校・高等学校

奈良学園中学校・高等学校は
どこにあるのでしょう？

Google earthより

矢
田
丘
陵

大阪湾

本校は、
奈良県
矢田丘陵の
南東部に
あります。

信
貴
・
生
駒
山
地

新興住宅地と、既存の集落
の境界に位置しています

本校は、奈良県矢田丘陵の南東部中腹に

あり、約13haの校地面積を持っています。

もとは地域の里山であった「学校林」と、

校地に流入する３本の「沢」、並びに創立

時に築いた砂防堤によってできた「里池」

と、校内に陸上・陸水生態系のフィールド

をもつ、恵まれた学校です。

奈良学園中・高では

生徒全員が環境保全活動に
関わります！

（１） ２００９ 国際花と緑の博覧会記念協会
「学校生態園づくり指定校事業」

（２） ２００９ 日本生態系協会主催
「全国学校ビオトープコンクール」金賞受賞

（３） ２０１０ 日本河川協会
「きれいな川と暮らそう」基金採択

（４） ２０１１ 日本生態系協会主催
「全国学校・園庭ビオトープコンクール」
国土交通大臣賞受賞

（５） ２０１２ 奈良県地域貢献サポート基金採択

補助金・基金の採択と受賞歴

休息するオニヤンマ。校内どこでも見られ
ますが、個体数は確実に増えました。

オニヤンマのヤゴは、５年か
かって成虫になります。

学校のコンクリート側溝が
土のうだらけになりました。

【１】 水生生物の増殖と回帰

土のうをつくり側溝に並べます

ホタルの舞う学校を目指して

昨年出現したゲンジボタルは100個体を
超えました。

土のう積みで増やしたカワニナを食べて育ったゲンジボタル
の幼虫。例年の４月にはコンクリート側溝をはい上がり、
土手の土の中で「土まゆ」をつくってさなぎになります。

みんなで造った貯水池と湿地です 【２】 中学1年生環境研修
第１回（7月末の土曜日）

講義「学ぼう 発見しよう 里山づくり」

環境研修 Ｃ組 ため池と水の営み

環境実習 Ｂ組 棚田と生き物

環境実習 Ａ組 里環境修復

環境実習 Ｄ組 里山の営み

中学1年生 環境研修
第２回（２月中旬）

講義

シイタケ植菌

シイタケ植菌

ソーラーパネル見学

見事なホダ場のできあがりです！

１年後にはこんなになります

６月 棚田実習

【３】高校生環境実習

１月 里山実習

高校２年生海外環境研修
１２月 ベトナム・ホアビン省ナムソン村
での農村環境研修

２０１２年度～２０１６年度の５年間

文部科学省よりＳＳＨ

（スーパーサイエンスハイスクール）に
指定（奈良県で５校目）されました

ＳＳＨとは、将来の国際的な科学技術系
人材を育成するために、先進的な理数系
教育を実施する学校として指定された、
高校です。

学校としての取組の成果

環境省絶滅危惧種ⅠＢ類
ミゾゴイ

県絶滅危惧種
ニホンイシガメ

県希少種
ムカシヤンマ

県絶滅危惧種
シュンラン

県絶滅危惧種イワナシ

県絶滅危惧種
キンラン

県絶滅危惧種
ニホンアカガエル 県絶滅危惧種 ムヨウラン

試験飼育
環境省絶滅危惧種ⅠＡ類

ニッポンバラタナゴ

わずか６年の整備で多数の
希少動植物が回帰

奈良学園中・高は
クラブも元気です！
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２９年にわたって、校内と学校周辺の生物分布
調査と標本管理を続けています。
地域の貴重な学術資料です。

科学部生物班の２９年にわたる
生物相調査と標本管理

貴重な標本リストの一部です。
採集種から、環境の変化など、
多くのことを学ぶことができます。

標本番号 目 科名 種名 性別 採集日付 採集場所

1 ゴキブリ目 ゴキブリ科 クロゴキブリ 奈良学園校内

2 脈翅目 ツノトンボ科 ツノトンボ 1984/7/21 奈良学園校内

3 脈翅目 ツノトンボ科 ツノトンボ 1984/7/25 奈良学園校内

4 脈翅目 ヘビトンボ科 ヘビトンボ 奈良学園校内

5 双翅目 ガガンボ科 ミカドガガンボ 奈良学園校内

6 トンボ目 　イトトンボ科 オオイトトンボ 1996/6/25 奈良学園校内

7 トンボ目 アオイトトンボ科 アオイトトンボ 1996/6/1 奈良学園校内

8 トンボ目 アオイトトンボ科 アオイトトンボ 1996/6/18 テニスコートの池

9 トンボ目 アオイトトンボ科 アオイトトンボ ♀ 奈良学園校内

10 トンボ目 イトトンボ科 クロイトトンボ 1996/6/1 奈良学園校内

11 トンボ目 イトトンボ科 クロイトトンボ 1996/6/25 奈良学園校内

12 トンボ目 イトトンボ科 クロイトトンボ 1996/8/30 奈良学園校内

13 トンボ目 オニヤンマ科 オニヤンマ 1984/9/17 奈良学園校内

14 トンボ目 オニヤンマ科 オニヤンマ 1996/9/4 奈良学園校内

15 トンボ目 オニヤンマ科 オニヤンマ 1996/9/5 奈良学園校内

奈良学園中学校高等学校　科学部　所蔵標本リスト   2011.6.1.現在

科学部の最初の記録です！

一昨年から、分布や生態に変化が
見られるようになった生物たちの
原因を調査するため、生物マップの
作製に挑戦しています。

２９年間にわたる昆虫相の調査と、
校内の里山整備の成果から見えて来た
こと

（2012年） （2012年）

奈良学園中・高では
卒業生も活躍します

７月、小学生と保護者を対象に、里山の森を育てるクラブを開催。
親子で昆虫採集をしていただきました。

卒業生「里山支援チーム」が開催する

「里山の森を育てるクラブ－入門編－」
毎年７月末の土曜日に開催

「学校説明会 里山教室」でＴＡとして
活躍する卒業生のようす
毎年３００名以上の方々と出会います

もちろん「中学生環境研修」でも
ＴＡは大活躍です

・ ちっちゃいときは、「里山を育てるクラブ」に参加！

・ 中学校生徒になれば、学校の環境研修体験と

フィールドを走り回って、五感で自然を体感！

・ 高校生では海外まで出かけて持続可能な循環型

の生活と生物多様性の保全を学習！

・卒業して大学生になれば、里山支援チームに入り、

学校に戻ってＴＡ として環境発信者に！

という「持続可能な人材の循環型システム」づくり

を目指しています！

奈良学園の環境保全教育システム

科学部 生物班と
ＳＳ研究チームによる
現在の研究テーマ

奈良県レッドデータリスト

絶滅危惧種 ニホンアカガエルの

産卵と増殖に関する研究

現在の研究

ニホンアカガエル Rana japonica （アカガエル科）

日本の本州から九州、中国の一部に分布し、成体で７～８㎝程になるカエル

単独で生活。普段は水田の周りや草むら、森林、平地、丘陵地等の地上で

暮らす。昆虫やクモ類を食料とする。冬眠をするが、暖かい時は真冬も活動

する。水路のコンクリート化、冬期湛水をしない水田の増加や、農薬の使用

によって個体数が減少している。

産卵は他のカエルより早く、１月から始まり、産卵数は500-3000卵ほど。

産卵場所は水田（湿田）や湿地。奈良県レッドデータリスト絶滅危惧種。

（2012年）

2012年11月
倒木処理
＆除草
整備前

2013年１月
整備後

産卵場所の整備

１．産卵場所の整備の結果、昨年３月までに
既存の棚田を含めて30以上の卵塊を確認す
ることができました。一昨年に確認した、
３卵塊から激増しました。

２．また、成体の行動観察から、本校では産
卵後の再冬眠の可能性が高いこと、変態後
の活動域は、今までの記載ほど森へは入ら
ず、水辺から10ｍ以内での活動が顕著であ
ることなどが分かりました。

変態後の活動場所 （2013年）

奈良学園は、校内で
ゲンジボタルや
ヘイケボタルを
見ることができる学校です

奈良学園では、
中学校生徒は一人
一本ずつ、シイタケ
の「マイホダ木」を
持っています

ご静聴
ありがとう

ございました
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良市内で 5 番

に加盟し、こ

努めています

成したほか、平

等に 5 年生

辺のビオトー

プとバタフラ

の 4 年生が環

った古くなっ

の水を出して

わった土を固

ではなく、生

には、池に流

しました。平成

ビオトープ」

みんなで植樹

真、できてか

す。 

ーデン」は、平

に植え方を教

チナシ、カラ

キハナナ、ウ

理は、「佐保に

ています。 

フライガー

奈

田 一・田島

川 照代・三

北部に位置し、

ります。また

す。 

番目に古い小学

れまで取組を

。これらの教

平成 24 年度

生の子どもたち

プ」があり、

イガーデン

環境カウンセラ

た観察池をよ

防水シートを

めるために、

生きものが住み

流れ込むせせ

成24年6月に

は、平成 24

樹しました。完

からの写真が掲

平成 24 年 3 学

教えていただい

スザンショウ

メ、レンゲ等

に生きる」を
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ーデンでの

奈良市立佐

島 優生・辻

三橋 拓海・

、校区の西に

た、校区の中

学校で、昨年

を進めてきた

教育活動を推

末より中庭に

ちと一緒に取

、中庭には

ラーの室賀泰

よみがえらせ

を敷き、土を

、みんなで踏

みよいと思わ

らぎをつくり

に、せせらぎの

4 年 6 月 26 日

完成したビオ

掲示されてい

学期から工事

いて、通路の

ウ、ヤマハギ

等を、イング

をテーマに、総

の活動」

保小学校

辻中 真央

・峯 愛留

には平城宮跡

中央には万葉

年、創立 90 周

た「佐保に生

推進する一助

にバタフライ

取り組むよう

「バタフライ

泰司先生にビ

せるために、

を入れました

踏みました。

われるプール

りました。所

の周りをより

日に完成しま

オトープの表

いて、どのよ

事を始めまし

の両脇に蝶々

ギ、ブットレ

グリッシュガ

総合的な学習

事例発表

跡、東には東

葉の昔から知

周年を迎えま

生きる」を中

助として、地

イガーデンを

うになりまし

イガーデン」

ビオトープに

ビオトープ

た。土をバケ

水辺に生え

ルの水をバケ

所々に段差を

り自然に近づ

ました。ビオ

表示板には、

ようにつくら

した。何もな

々が好む草木

レア、オミナ

ガーデンにな

習で校区の環

表 /奈良市立佐

東大寺や春日大

知られる佐保川

ました。平成

中心に、持続発

地域の方々と

を造成して、庭

した。校内に

があります。

について教え

プづくりがス

ケツに入れて何

える草を植え

ケツリレーで入

をつけて、流れ

づけるために

オトープの表示

設計図とビ

られたかがよ

なかったとこ

木を植えまし

ナエシ、クヌ

なるように考

環境を考え、

佐保小学校 

大社、南

川が流れ

成 22 年に

発展教育

共にビオ

庭造りの

ある「佐

。 

ていただ

タートし

何回も何

、池には

入れまし

れに変化

改修し、

示板の序

オトープ

く分かる

ろに通路

た。ミカ

ギ、シロ

えて植え

調べる 5
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3.年間を通したビオトープ学習 

 平成 25 年度の活動をご紹介すると、6 月に室賀先生から、ビオトープがいろいろな場所でいろい

ろな生き物が元気に過ごせる場所であることを教わった私たちは、水辺のビオトープとバタフライ

ガーデンをより良くするための設計図をみんなで考えました。そして、土壌改善のためにチッソ、

リン酸、カリウムが入った肥料と、微生物を水で薄めたものを土に混ぜました。たくさんの植物が

植えられているので大変でしたが、今まで気付かなかった場所にもいろいろな植物があることが分

かりました。 

 学校外の活動としては、佐保川でのリバーウォッチングがあります。これは 5 年生が毎年 7 月に

行う学校行事で、佐保川に入って自然に生育している水生生物を採集し、それをまとめます。リバ

ーウォッチングと自然観察会の日には、環境科学博士の谷幸三先生が来てくださり、昆虫の生態を

とても面白く教えてくださいます。佐保川には、ドンコ、カワヨシノボリ、ハグロトンボノ、コヤ

マトンボ、オイカワ、コオニヤンマ、アメンボ等、少し汚れた水にすむ生物が多かったです。私た

ちは、この世界には知らない生きものがまだまだたくさんいることを知って、驚きました。 

 夏休みは、家の近くの一つの場所を設定して観察しました。どのような植物がどんなところに植

わっていたか、どのような動物がどこでどんな状態で生活していたかを、写真を撮ったり、押し花

にしたり、絵に描いたりしてファイルにまとめました。 

 夏休みが終わると、バタフライガーデンの草抜きをしました。土壌改善をしたので、雑草もとて

も元気で、抜くのが大変でした。後日、きれいになったバタフライガーデンで昆虫の観察をしまし

たが、網を振り回してもなかなか入ってくれなくて大変でした。また、この日は参観日でもあった

ので、おうちの人と一緒に採った昆虫について、谷先生に詳しく教えていただきました。バタフラ

イガーデンには、ショウジョウトンボ、ヤマトシジミ、アゲハの幼虫、スズメ蛾の幼虫など、17 種

類の昆虫がいました。 

 10 月に入ると、水辺のビオトープの底さらい作業と植物の植え替え作業をしました。落ち葉が池

の底でヘドロのようになっているので取り除かなければならないのですが、ヤゴのすみかになって

いる新しい葉は取らずに残します。最初は臭くて気持ち悪いと思っていましたが、やっているうち

に気持ち良くなり、夢中になっていました。誰が入れたのか、大きなフナが入っていたので佐保川

に逃がしてやりましたが、池の生態が崩れるところでした。 

 11 月には樹木を観察して、紅葉の仕組みについて谷先生に詳しく教えていただきました。 

 12 月には、これまでの活動をまとめて、二つの課題（ヤゴが減ったことと、水辺のビオトープの

植物がうまく育っていないこと）を次年度に引き継ぐことを決めました。 

 3 月には、全校生徒に 1 年間の活動報告をして、4 年生に水辺のビオトープとバタフライガーデン

の管理を引き継ぎます。 

 この学習を通して、水の中にいる生きもの・土の中の生きもの・植物が元気に生きていける環境

が、人間にとっても良い環境であることが分かりました。 

 

（Ｑ） ビオトープに関わって一番楽しかったこと、印象に残っていることは何でしたか。 
（Ａ） ヘドロを取ったときのことが一番印象に残っています。  
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７月４日

７月１２日

７月１８日 ９月６日

１０月１１日

１１月２１日

*



事例発

「京都

 

1.希少に

 京都府

より絶滅

に危機感

 私ども

に由来す

などで失

らし、環

 

2.和の花

 そこで

とにしま

 一つ目

業、専門

していた

文化を紹

まな和の

切さを知

 保全に

は自生地

えでの保

栄養繁殖

 

3.活動例

 具体的

植物公園

総面積は

落で、毎

 フクジ

都府レッ

そこに雨

表④ 

都ゆかりの

になっていく

府が『京都府

滅の危険性が

感を覚え、京

もが注目して

するエイザン

失われつつあ

環境を少しず

花をまちに広

で、私たちは

ました。 

目は、鉢植え

門家、行政に

ただいたこと

紹介する冊子

の希少植物を

知っていただ

には、生息域

地での保全が

保全や普及啓

殖を行うよう

例～フクジュ

的な活動例と

園は、大阪府

は 134ha で、7

毎年 1500 人も

ジュソウは、

ッドデータブ

雨が降ると土

の和の花を

守り育て

公益

藤井

自生植物～

府レッドデー

が高いカテゴ

京都府下では

ているのは、

ンスミレ等の

あります。私

ずつ取り戻せ

広げる・関心

平成 25 年度

え等の身近で

に声掛けして

とで、各所か

子の発行、三

を展示するも

だこうとして

域（自生地）

が重要だとは

啓発を中心に

にしていま

ュソウとフジ

として、大原

府高槻市と京

740 種類の植

もの人が見に

野生のシカが

ブック』では

土が移動して

を 

てるネット

益財団法人京

佐

井 肇（乙訓

京都府レッ

タブック』を

ゴリ（区分）に

さまざまな取

催事を含む暮

植物で、これ

どもは、さま

せないかと考え

を高めるネ

度花博記念協

可能な栽培方

協力体制をつ

からお問い合わ

つ目は、春秋

のですが、屋

います。 

での保全、生

思いますが、

進めています

す。 

バカマの保全

野植物公園に

京都市西京区に

植物が生息し

にこられます

が増えたこと

絶滅寸前種に

、フクジュ
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トワークづ

京都市都市

佐藤 正吾（

訓の自然を

秦 賢二（

ドリスト（2

を作ったのは

にランクが引

取組が進めら

暮らしの中で

れらの多くは

まざまな団体

えました。

ットワークづ

協会助成金を活

方法を普及し

つくっていこ

わせを頂いて

秋に開催する

屋外での展示

生息域外での

、森林環境が

す。交雑のお

全～ 

における希少

にまたがるポ

ています。中

す。 

とで 2007 年ご

に指定されて

ソウの根が乾

事例発表

づくり」

緑化協会

事務局）

守る会）

園芸家）

2013）～ 

は 2002 年のこ

引き上げられ

られています

で親しまれて

は生活様式や

体や人々が連

づくり 

活用して、ネ

したいという

こうというも

ています。二

る「和の花展

示に重きを置

の保全等、さ

が変化してい

おそれが大き

少植物の保全

ポンポン山の

中でも大変人

ごろから目立

ています。シ

乾いて枯死し

/ 公益財団法

ことですが、

れた植物が数

す。 

てきたフタバ

や環境の変化

連携すること

ネットワーク

うことで、保

ものです。こ

二つ目は、和

展」です。「和

置くことで、

さまざまな方

いる現状を考

きい植物は、

全についてご

の北側に位置

人気が高いの

立って減って

シカにより植

してしまうの

法人京都市都市

2013 年版で

数多くあります

バアオイや京都

化、最近のシ

で、和の花

づくりに取

保全団体や園

これは京都新

和花栽培の方

和の花展」は

生息環境の保

方法があります

考えて、私ど

挿し木・株分

ご紹介します。

置しています。

のがフクジュ

てきており、現

植生が食べつ

のです。 

市緑化協会 

では、以前

す。これ

都の地名

カの食害

のある暮

り組むこ

芸家、企

聞に紹介

法や生活

、さまざ

保全の大

す。基本

もは鉢植

分けなど

。大原野

。公園の

ソウの群

現在、『京

くされ、
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 そこで、2008 年に自生地 200m 四方をシカ避け用のネットで取り囲んだ結果、フクジュソウは 2

年ほどでもとどおりになり、われわれはやれやれと安堵しました。ところが、問題はそんなに簡単

には解決しなかったのです。ニホンミツバチやハナアブといった虫がすっかり姿を消したために花

粉を運べなくなって、公園全体の草に種ができないのです。 

 これではいけないということで、2010 年から 3 年がかりでもっと広い面積を囲んだところ、植物

はどんどん復活して昆虫も戻ってきました。フクジュソウの自生地でもようやくミツバチが飛ぶ姿

が見られるようになり、種も少しずつですが、できるようになりました。 

 今回の経験から、一つの種類の植物を守ろうとするなら、大変広い範囲の生態系を一緒に守らな

ければ、守りきることができないということが分かりました。京都全体を見てもシカ食害は大変深

刻な状態ですが、フェンスで囲うことで保護は可能です。また、自生地以外でも保全・繁殖する場

所を作ることも、有効な方法だと思います。例えば、緑化協会にはたくさんの希少植物を守ってい

ただいていますが、そのような場所で別途守る必要があるのではないかということです。 

 もう一つの事例は、京都の水尾地区で行っているフジバカマの原種の保全活動です。京都市右京

区嵯峨水尾地区では、フジバカマを休耕田に地植えして育てる活動が、2010年ごろに始まりました。

メンバーは地元の人たちとボランティアで、毎年 6 月の差し穂の刈取作業を皮切りに、1 年を通じ

て活動を続けています。50cm ほどの長さの茎を取って差し穂するのですが、そこから 2～3 本の差

し穂ができるので、200 本採れば 500～600 の苗ができます。 

 9～10 月になると差し穂は 150cm ほどに成長し、フジバカマが咲いている畑には、渡りのチョウ

として有名なアサギマダラが飛ぶ姿が見られるようになります。フジバカマの蜜を求めて、アサギ

マダラが飛来してくるのです。「一目千株フジバカマ、一目 500 頭アサギマダラ」という感じです。

雄のアサギマダラは、フジバカマの蜜を吸わないと子孫繁栄ができないといわれています。地元の

方々がこの観賞会を開き、にぎわいを見せています。秋には梅小路公園で「フジバカマと和の花展」

があり、水尾で育てたフジバカマも展示され、多くの方々に楽しんでいただいています。 

 

4.今後の展開 

 今後の展開として、その植物にゆかりがある地域の団体、小学校等が行う栽培の支援や、市内の

企業が環境 CSR として行う栽培を支援することを考えています。また、リフュージア（退避場所）

としてビオトープ等にも導入していきたいと考えています。 

 

（Ｑ） 生態系の保全には私も非常に関心があって、大原野森林公園でフクジュソウの自生地にシ

カ避けネットを張ることで復活し、ハチも戻ってきたというお話を興味深く聞かせていただきまし

た。一つの生き物を守ることがいろいろな生き物を守ることにつながるということでしたが、個人

的にはそうなった場合、シカは悪者になるのかと考えてしまい、答えが出せない状態になってしま

いました。そういうことも含めて、皆さん一緒になって生態系全体の保全について考えていくこと

ができればと思っているので、どうぞよろしくお願いします。 

（Ａ） 私どもも、人が森全体を利用しなくなったがために、シカが公園にやってきたと考えてい

ます。そういうことも含めて、皆さんに考えていただくような機会を設けていきたいと考えている

ところです。ご意見を頂き、ありがとうございます。  
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希少になっていく 自生植物

京都府レッドリスト2013年版では，以前より絶滅の危険性
が高いカテゴリ（区分）にランクが引き上げられた植物が数
多くあります。

京都府レッドリスト(2013)に掲載された種子植物
絶滅種 45種（02年版 62種） ▼減
絶滅寸前種 217種（ 〃 157種） 増▲
絶滅危惧種 222種（ 〃 142種） 増▲
準絶滅危惧種 180種（ 〃 142種） 増▲
要注目種 75種（ 〃 54種） 増▲

京都府内の種子植物の総数（推計）は約2,350種で、「総数の約31.4 ％がノミネー
トされたことになる。これは全国的に見ても非常に高い数値」

オケラ （キク科）
京都府RD：絶滅危惧種

暮らしの中で親しまれてきた植物の多くが、生活様式や環境の変化、
最近のシカの食害などで失われつつあります。さまざまな団体・人々の
連携で、和の花のある暮らし、環境を少しずつ取り戻せないでしょうか。

京都の生活文化を支えてきた身近な植物

ヒオウギ
（アヤメ科）

京都府RD：
準絶滅危惧種

フジバカマ （キク科）
京都府RD：絶滅寸前種

エイザンスミレ（スミレ科）

京都府RD：絶滅寸前種

例

キクタニギク （キク科）
（別名アワコガネギク）

京都府RD：絶滅危惧種

フタバアオイ
（ウマノスズクサ科）

京都府RDに記載ないが
減少著しい

ネッ ト ワークのねらい
～和の花をまちに広げる・ 関心を高める～

１ ． 協力体制づく り 、 鉢植えなど
身近で可能な栽培方法の普及

２．和の花の栽培方法や生活文化を紹介する
冊子の発行

３．春秋の展示会などで、和の花と生息環境の
保全を訴える

※平成２５年度国際花博記念協会助成金を活用しています。

緑化協会
（事務局）

ネットワーク（懇談会）

行政

保全団体・
園芸家等

企業（CSR）

専門家

２ . 和花栽培をススメ る冊子
（ 第１ 弾を鋭意制作中） ３ . 展示会等での普及

梅小路公園京都駅ビル

※平成２５年度国際花博記念協会の助成金を活用しています。

保全の方法について

生息域（自生地）での保全

森林管理、水質保全、獣害対策……
生息域外保全

学術的な系統保存（植物園等）、園芸的な保
存（容器栽培等）、培養（バイオ技術）……

様々な方法がありますが、近年急に見られなく
なった植物の鉢植えからの保全を中心に進めてい
ます。（交雑のおそれが大きい植物は、挿し木・株分けなど
栄養繁殖を行います。）

「 和の花展の仕掛け人」 による
保全事例の紹介

藤井 肇
乙訓の自然を守る会
京都府希少野生生物保全推進委員
大原野森林公園（ 西京区） 森の案内人

秦 賢二
園芸家
柚子の里・ 水尾（ 右京区） の藤袴ウォッ チャー

大原野森林公園

フクジュソウ自生地での取り組み

フクジュソウ自生地のシカ避けネット（金網）

シカの食害により林床植物が激減

フクジュソウ（キンポウゲ科）

京都府RDB：絶滅寸前種

京都府希少野生生物に指定される

2007年、動物による林床の踏み荒らし、掘
り起こし、植生の食べつくし→雨により土が
移動→フクジュソウ根返り→枯死

2008年6月、シカ避けネット（金網）を設置

2004年10月

2008年6月

雨水により表土の流出
↓

2004年10月

↓
根が乾き枯死する

鹿
の
植
物
食
べ
つ
く
し
に

よ
り
昆
虫
が
激
減

フクジュソウの発芽と昆虫

発芽したフクジュソウ ニホンミツバチ ハナアブの仲間

２００６年のフクジュソウの発芽は１００株以上（一握り約３００粒）でした。
６年後の２０１１年に７株花が咲きました。（発芽した株は毎年半減しました）
２０１０年の発芽は５株、１１年は３株、 ２０１２年も３株で減少のままです。

（７，８，９年は実施せず ）
活動当初はニホンミツバチやヒラタアブが花から花へ飛び回っていましたが、

０９年以降は余り見られなくなりました。
しかし２０１３年は天気の良い日、ニホンミツバチを５匹確認できました。

囲みの効果で草地が復活して、虫も増えだしたのでないかと考えております。

大原野の事例 まとめ

シカの食害は非常に深刻。

（土壌侵食や昆虫など生態系全体への影響も）

囲うことで保護は可能

植物を域外で保全・繁殖する必要

（フジバカマなど）

みんなで
育てよう！！

原種のフジバカマ

京都市右京区嵯峨 水尾地区

水尾のＭａｐ

みんなで 育てよう！！ 原種のフジバカマ

ＪＲ保津峡駅から距離にして約４Ｋｍ 町営の自治会バスが運行されて
います 赤い円のエリア２ヶ所で、毎年フジバカマの植栽が行われます

水尾地区

Ｐ－１

昨年、残しておいた株から新芽
が出て、６月上旬には７０ｃｍ
前後に成長します。

その元気な新芽を刈り取って
「挿し穂」を作ります。

だいたい、新芽を２００本程度
刈取って、「挿し穂」が４００
穂前後出来上がります。

Ｐ－２

みんなで 育てよう！！ 原種のフジバカマ

最初は慣れない手つきだったけど、
数本も作れば皆さん慣れてきました。

今は、

廃校となった

旧水尾小学校の

講堂で・・・

このときは 皆さんで 約５００本程度を つくりました

ご苦労様でした！！

藤井さんから挿し穂の作り方など、

詳しい説明を受ける・・・

Ｐ－３

みんなで 育てよう！！ 原種のフジバカマ

藤井先生
です
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９月下旬にもなると、こんなに背丈が伸びた見事なフジバカマに成長します。

柚子の里で有名な水尾！！

その水尾では、２０１０年から
「フジバカマの植栽」が始められ
ました。

今では「フジバカマ」や「アサギ
マダラ」を楽しむ、楽しいイベン
トも開催されるようになりました。

Ｐ－４

みんなで 育てよう！！ 原種のフジバカマ

フジバカマの蜜を求
めて、アサギマダラ
が飛来してきます。

雄のアサギマダラは、
この蜜を吸わないと
子孫繁栄が出来ない
のです。

毎日のように水尾へ足を運び、「アサギマダ
ラ」の動向を調査しマーキングをされている、
京都市在住の金田さん。

大きいほうの画像では、アサギマダラの羽に
文字が記してあります。

数日前に、滋賀県の「びわこバレー」で書か
れた固体です。

渡りの蝶として有名なアサギマダラ

Ｐ－５

みんなで 育てよう！！ 原種のフジバカマ

京都市都市緑化協会 梅小路公園「朱雀の庭」
秋のイベント
フジバカマと和の花展

そして、フジバカマ以外の和の花が数百鉢、
庭園のあちこちに展示されるのです。

水尾で育てた「フジバカマ」が、秋のイベント時に
展示されます。

★毎年、秋には水尾でフジバカマアサギマダラ
の鑑賞会が催されます。

★「朱雀の庭」では、春と秋に「和の花」展が
開催されます。

是非一度 お越しください。

Ｐ－６

みんなで 育てよう！！ 原種のフジバカマ

みんなで

育てよう！！

原種のフジバカマ

京都市右京区嵯峨 水尾地区

ありがとうございました

今後の展開

ヒオウギ （アヤメ科）

祇園祭の間、街なかで厄除けとして飾られる。
種子の色は漆黒で「ぬばたま」と呼ばれる。

京都府RD：準絶滅危惧種

キクタニギク （キク科）

京都・東山の菊渓川に自生していたとされ
るが，いま東山に自生は確認できない。
（別名アワコガネギク）

京都府RD：絶滅危惧種

オケラ （キク科）

八坂神社「をけら詣」で使う。薬用、
食用にも。

京都府RD：絶滅危惧種

●その植物にゆかりがある地域の団体、小学校
等が行う栽培を支援

●市内の企業が環境ＣＳＲとして行う栽培を支援
●リフュージア（退避場所）としてビオトープ等に導入

（例）

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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業するといったことも、試みとして行っています。中でもボランティアのメンバーが最も楽しみに

しているのが、活動の合間に設けられている休憩時間で、コミュニケーションを図る大きな場にな

っています。 

3.会・会員の対外支援活動と園芸福祉活動の普及 

 こうして学んだことを対外的に生かすために、会員は各地でさまざまな活動に参加しています。

公的施設の例では、羽曳野にある大阪府立環境農林水産総合研究所（食とみどり技術センター）の

セラピーガーデンや、河内長野市の寺ヶ池公園でボランティアとして活動している会員がいますし、

高齢者施設から依頼を受けて、施設の屋上に花壇や菜園を作ったこともあります。高齢者施設では、

当初は花壇だけだったのですが、入居者の方々が屋上で楽しまれる機会が増えたということで、空

きスペースに菜園も作ることになりました。いずれも非常に頑丈に作られているので、入居者の方

がもたれたり、花壇・菜園の縁に腰掛けて作業も出来ます。あるいは、私どもの花壇で作ったドラ

イフラワーやさまざまな材料を施設に持ち込んで、高齢者の方と一緒にクラフト作業を楽しむとい

ったこともしています。 

 障がい者施設に対する事例では、堺市にある労働災害で脊椎を損傷した方々がおられる施設に出

向き、花づくりの作業をご一緒しています。 

 また、学校関係では、大阪市にある市立幼稚園、河南町の小学校、生野区の大阪府立聴覚支援学

校等における花壇や花づくりの協力があります。他にも病院、授産施設、精神・知的障がい者支援

施設等で様々な活動を行い、多くの皆さまに喜んでいただいています。 

 さらに、私どもは園芸福祉活動の普及にも努めており、大阪市の社会福祉協議会との提携講座、

奈良県橿原市講座、大阪府りんくう公園の花壇講習会をそれぞれ開催しています。 

4.東北大震災支援活動 

 最後に、東北への支援活動についてお話ししたいと思います。当初は私どもが作った押し花やリ

ースの材料をお届けするだけだったのですが、今年は実際にスタッフを 3 名ほど派遣して、現地で

一緒に寄せ植えを楽しんだり、持参した材料で押し花はがきを作ったり、芝人形作りをするなどし

て交流を深めています。 

 われわれは、今後もこのような活動を通じて、園芸福祉のさらなる普及を目指して、尽力してま

いりたいと考えています。 

 

（上甫木） すごくいろいろなことをやっておられるので、驚きました。15 年前から活動されてい

るとのことですが、その間、何人ぐらい育成されたでしょうか。また、幾つか拠点があるようです

が、小グループのようなものはあるのかということと、育成プログラムには素人向け・玄人向けが

あるのかどうか、お聞かせいただきたいと思います。 

（Ａ） カリキュラムは、園芸と福祉を結び付けることをテーマに組み立てられており、素人向け・

玄人向けの区別はありません。この 15 年間、毎年 30 人ぐらいの方が受講されていて、最近は定年

を迎えて地域との関わりを模索中の男性も増えています。また、さまざまな施設の職員の方が受講

しておられることも、私どもの大きな特徴です。今後も園芸と福祉とまちづくりを結び付けながら

活動していければと考えています。  
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● 発表資料 

 
  

癒しの園芸の会

活 動 報 告

園芸作業を通じ
■植物の癒し効果
■園芸作業の多様性

理 念
心に花を咲かせよう！

花とみどりで、つながろう！

自立支援
支え合い社会

活動拠点：大阪府営大泉緑地

園芸福祉

● 癒しの園芸講座運営

活動内容①

主催者：㈶大阪府公園協会
15年目。1年間のカリキュラム
（座学）各種障がいへの理解と園芸支援

方法、植物の持つ癒し効果
（実習）園芸作業のノウハウや、支援体験

● 対外的な活動
・園芸福祉の普及

（出前講座や特別講習会）

・園芸・クラフト支援

（障がい者／高齢者施設、地域）

・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ花壇の設計・施行

・東北震災支援

● 実習花壇・農園の

維持管理
毎週2回（水／土）

・種まきからの園芸基礎作業

・収穫物の利用

・障がい者／高齢者との協働

● 広報・情報交換
・会報「はないずみ」毎月発行

・ホームページ／ブログ 随時

・会員の活動情報交換 随時

活動内容②

■実習花壇と農園の整備

■障がい者・高齢者との
園芸交流

平成１５・１６年度

㈶国際花と緑の博覧会記念協会 助成

実習花壇と農園の整備 花壇整備 ①

約４００㎡

花壇整備 ②：ユニバーサルデザイン化 農園整備

約３００㎡

サツマイモ
ジャガイモ

アイ
カモミール
ワタ
ハーブ類

花苗の育成

花壇・農園整備の効果

①育成プログラム確立と成果品利用の追求

②園芸実習の充実 ⇒ 講座の充実

④花壇・農園での交流の活発化

③対外活動支援への裏付け

⇒ 後述

障がい者／高齢者との園芸交流

実習花壇・農園にて①

車イス利用者

高 齢 者

実習花壇・農園にて②

↑ 公園に遠足の園児

活動日の休憩風景 →

精神障がい者支援センターから

会、並びに会員の

対外支援活動

公的施設

↑ 大阪府農林技術センター
セラピーガーデン

河内長野市

寺が池公園 →

① ② 高齢者施設―１

屋上に花壇を設置

屋上に菜園を
設置

（ALPHA
との連携）

菜園改修

高齢者施設―２

奈良県のグループ
ホームの菜園

高齢者とのクラフト
や室内園芸

③ 身体障がい者施設

労災で脊椎損傷者施設

④ 学校など

（左上）大阪市立幼稚園
（左下）大阪府下 小学校

バタフライガーデン
（下）大阪府立聴覚支援学校

（幼～中学）

⑤
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 精神・知的障がい者支援施設⑥ 視覚障がい・女性支援・難病

（左上・下）視覚障がい・
女性支援施設の花壇作り

（上）堺市難病患者支援セ
ンターでの園芸クラフト

⑦ ⑧ 授産施設の花壇改修

大阪市立中央授産場
（大阪市天王寺区）

⑨ 病 院

（上）大阪労災病院屋上花壇の手入れ

（右上）近畿中央病院での花壇整備

（右下）福山市太田記念病院

⑩ 居住地域

（左）大阪市内
集合住宅の花壇
作り

（右）堺市内
集合住宅の花壇
作り

東北大震災

支援活動

２５年度は花博協会の活動支援金を使
わせていただき、
郡山市・いわき市に避難されている
人々との、現地との交流を深めました。

押し花ハガキや、ドライフラワー、リース材料などを届けることから活動開始

現地で寄せ植えを一緒に作ったり 芝人形作りを一緒に楽しみました

押し花ハガキを作ったり
園芸福祉の普及活動

（上）大阪市 社会福祉協議会との
提携講座

（右上）奈良県橿原市講座
（右下）大阪府りんくう公園での

花壇講習会
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た。同年秋からは、関西大学の学生が 5 月のヒメボタル観賞会と 11 月の花植えの年 2 回、延べ 70

名がボランティアで参加してくれています。 

 平成 24 年春からは、市内の中学校に花苗や種を提供しています。荒れた生徒を見た校長先生の、

花いっぱいにしたいとの熱い思いに校務員さんや私たちが協力して、全校生徒で花を育てる「花い

っぱいプロジェクト」を立ち上げました。花に関心のある生徒が増えるとともに、あいさつのでき

る生徒が多くなり、あらためて花の力を知りました。 

 会の発足当初から現在に至るまで、毎年、何らかのコンクールに応募を続けて、国際花と緑の博

覧会記念協会会長賞をはじめ、各賞を受賞しました。全国花のまちづくりコンクールより交流が始

まった団体もあります。種や苗を頂くなど、情報を共有し、講習会にも参加させていただいていま

す。環境省の「こどもホタレンジャー」では、地域の子どもたちと奨励賞に輝きました。子どもた

ちと一緒に私たちも楽しませてもらっています。 

3.自然環境保護 

 自然環境保護の一つとして、地域のゴミ拾いをしています。年間を通して行っていますが、特に

4 月のお花見にはたくさんの方が来られるので、地域全体をきれいにしたいとの思いで NPO 法人芥

川倶楽部に参画団体として登録し、ゴミ拾いや外来種生物駆除などに参加しています。平成 22 年よ

り、国土交通省認定の淀川サポート制度協定に協力し、芥川周辺 1km の清掃活動をしています。 

 新川の土手は、西日が当たる斜面で、土壌が悪く、雨が降れば土が川に流れてしまうため、土の

流出を防ぐ工夫をしながら、なるべく自然な形で花を咲かせます。昨年の 9 月 16 日は台風 18 号の

水害に遭い、新川の花がほとんど泥水に浸かってしまいました。500m に及ぶ範囲の草花を何度も水

で洗い流しましたが、日照りが長く続き、たくさんの花が枯れてしまいました。しばらくして唯一

咲いたコスモスの花に、みんなが癒されました。 

 会の運営資金は、アルミ缶集めと会員の寄付などで維持しています。道具のほとんどは古いもの

で、修理しながら使っています。 

 自然環境保護の二つ目として、草や落ち葉などを堆肥化し、花づくりに役立てています。小さな

ビオトープのハス池は、毎年 EM 土団子を投入して、ハスの花が見事に咲き、癒しの空間として近

隣の人々に喜ばれています。 

4.これからの夢 

 これからの大きな夢は、高槻市の中心を流れる芥川周辺にも花の咲く遊歩道が続き、ホタルが飛

び交うころにアジサイや水辺の花が咲き、芥川の下流より上流へとつながって、地域からまちおこ

しにまで広がることです。自然と人との共生できる癒しの空間を残し、地域の財産としてヒメボタ

ルとともに見守り続けたいと思っています。 

 

（Ｑ） ヒメボタルの保全と花づくりは、共存が難しいイメージがありますが、どのようにされて

いるのですか。昨年、水害に遭われましたが、そのあたりはどうですか。 

（Ａ） ヒメボタルは高い土手にすんでいるので、下の方の土手にいたホタルは流されたかもしれ

ませんが、大丈夫です。花はだいぶ枯れましたが、春に向けて挿し芽をするなど、何とか回復しよ

うと努力しています。共存については、少し下の土手のところにも丈が伸びる草花を植えるような

工夫をしています。  
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● 発表資料 

 
 
  

新川姫蛍と花を守る会

自然と人が共存するまちづくり

代表 高市 友子

発表者

地域の財産・ヒメボタルと桜 地域のヒメボタル生息場所（絶滅危惧種）

ヒメボタルの飛び立つ瞬間

新川姫蛍と花を守る会 ヒメボタル飛翔データー
2009年～2013年

ヒメボタル観賞会開催（５月第３土曜予定）

当日の見学者は約７００人

ホタルの紙芝居から自然や命を考える

創作紙芝居「ヒメボタルのしんちゃん」を
出前します保育園・幼稚園・小学校など

平成２５年・地域小学校の子供達と花植え 地域と大学生が花植えのコラボ

中学校の花いっぱいプロジェクトに協力

平成２５年からの新たな活動

全国花のまちづくりコンクール視察・２５年８月 新川の上流さがし・地域のこども達と

環境省・こどもホタレンジャー
２７名参加・６，９キロを歩く

国土交通省認定・淀川サポート制度協定に協力

芥川河川敷１キロのごみ拾い

土手の斜面を耕す作業

会員はきつい作業も元気にこなす
水害により泥水をかぶった草花

平成２５年９月１６日台風１８号の水害

水害にも負けず見事に咲きました 雑草や落ち葉もＥＭぼかしで堆肥作り

出来あがった堆肥

堆肥作りアルミ缶を集め活動資金作り

自然環境に優しい活動
男性達には重労働？

ＥＭ土団子を投入・蓮咲くビオトープ
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 地域の小さな活動を未来へつなげる 花咲く新川で昆虫や鳥の共生

オオイソヒヨドリ

アサギマダラ

新川桜堤
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一つは、森を守る保全活動をしています。例えば森の木を育てるために、適当な間伐をしそして、

倒れ木を取り除いて、雑草を刈り取りマツの実生（みしょう）が生えてくるような土地にし再生で

きる森林に創生して行こうと活動をしています。 

 しかし、いくらこういうことをしても、資源を活用するということがなければ、同じことの繰り

返しになります。そこで、二つ目に、皆で道を切り開いて木を搬出し、それを資源として活用し資

源の循環が出来るように、例えば薪を作って薪ストーブに活用し燃料として使うとか、又、災害が

起こった時に防災用品として、ライフラインが止まっても 3～4 日ぐらいは持ちこたえられるように

燃料用の薪として備蓄していく活動もしています。 

 そして、三つ目に、里山を皆さんに知っていただこうと里山学習にも取り組んでいて、例えば、

木の名前を覚えていただけるように QR コードで木の説明を読み取れるようにしています。もとも

とこの辺りの山は落葉樹が多く、四季によって山の色が変わります。冬場は茶色がかっていますが、

新しい芽吹きの時期にはピンクに変わりますし、秋には非常にきれいな紅葉が見られます。 

 

4.さまざまな活動 

 東日本大震災が起きて、われわれはこの土地にいながら何ができるのか、この土地にいてもでき

る支援をしようと考えました。そして、近隣の協力も得て竹林から竹を切り出してきて安否旗を作

りました。会員・自治会・府の職員が集まって夏の一番暑い時期に作りました。 

岩手県大槌町で、お年寄りが一日元気でいることが確認するための旗として活用いただいています。 

 環境学習という面では、これからの世代の人に里山の大切さを分かっていただこうと各学校に呼

び掛け、里山の自然散策、保全活動の体験学習を行い自然の大切さを学んでいます。 

又、夏にはサマーオープンキャンパスを開催し、クラフトなどの体験学習をしました。 

これらを含め、去年 1 年間で延べ 800 名の方が来てくれています。 

 この地には、農園もつくっています。雨水を利用して、野菜を作っています。 

 それから、この地を花いっぱいにしようと、サクラやスイセンを植える活動を自治会とともにし

ています。若い方も多く住んでおられるので、園芸講座を開催してリースづくりや寄せ植えのアレ

ンジメントをするなど、みんなに花を知っていただく活動をしています。松飾りづくりのイベント

は特に人気で、100 名近い方が来られます。ほかにも、季節ごとに町の人を含めて里山体験もして

います。 

 このような活動を通して、里山を身近に感じられるまちづくりが、地域活動として定着してきま

した。昨年は、公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会、一般社団法人ランドスケープコンサル

タンツ協会関西支部から「箕面森町 みどりの里山づくり」の活動が評価されて奨励賞を頂きまし

た。 

 今後とも活動を継続しこの町で住む住民の方と「安全で自然を楽しめる」町づくりに貢献して行

こうと思っています。  
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● 発表資料 

 
  

★環境・地域・多世代 ３共生の実現★

ＮＰＯ法人：とどろみの森クラブ

みどりの交流広場
２０１４年２月１１日

里山の緑と自然を守り地域の人達と
新しい街づくりを行う

☆とどろみの森クラブ（里山管理小屋）

☆豊能町ときわ台・東ときわ台地区
光風台・新光風台地区

☆箕面市とどろみの森学園

☆箕面森町バスセンター

箕面市森町・豊能町航空写真

☆里山管理小屋

森町地区 （平成25年12月末）

豊能西地区 （ときわ台・東ときわ台・光風台）

（平成25年 12月末）

世帯数 5,068戸

住民 16,302人

平成19年10月～ 計画2,900戸 96.00名

（昭和40年代から開発 40年以上）

単位　：ha

全体の面積 314

森町第一区域 94

里山 22

世帯数 555戸

住民 18.44人１．８５５人

とどろみの森クラブ活動概要

活動指針 ・環境共生 ・地域共生 ・多世代共生

主な活動
① 森林の保全活動
② 里山の農園活動
③ 里山の庭園活動

④ 里山のクラフト活動
⑤ 里山の環境学習
⑥ 地域防災活動

⑦ 里山体験活動
⑧ シルバー活動
⑨ ボーイスカウト支援

目 標
●●● 里山をみんなで守り健康で楽しい

明るい町づくりをしよう！ ●●●

クラブ概要 平成19年 2月設立 会員数 64 名 （26年１月現在）

拠 点 箕面市森町

草刈

水路確保

池の手入れ

里山の伝承

生物観察

木の手入れ

竹林炭焼き

落ち葉の堆肥

野菜作り

棚田

里山を守り活用する

森林を守り活用する「森人」

＜３つのポイント＞

１．里山の樹木の再生をはかる

２．里山の樹木の資源活用

３．自然環境の学習の場とする

保全活動 資源活用 里山学習

・樹木が密生し荒廃している
・間伐し太陽光を入れる

・間伐材を遊歩道の階段や土砂流れ止めに
・間伐材を薪に（資源リサイクル）

・樹木21種 クヌギ・コナラが多い

樹木調査（生態マップ）

箕面森町周辺、里山の森林

東日本大震災：復興への願いを込めて「安否確認の旗」を寄贈

岩手県大槌町の仮設住宅に毎朝の安否確認用として活用いただいた。 2012年8月

「笑顔OSAKA」の安否旗を寄贈 500本の旗を制作して活用いただいた。 2013年1月
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 「地域と連携したライフライン確保」

＜３つのポイント＞

1.里山の防災教育

2.燃料備蓄（薪づくり）

3.地域団体との連携

炊事体験

簡易タンカ体験

テント設営体験

ランタンつくり

薪づくり講座防災訓練キャンプ 地域連携

学校での防災研修かまどでの炊事

雨水の濾過

ロケットコンロ体験

薪の備蓄間伐材で薪づくり

里山の環境学習「地域みんなで体験し学ぶ」

＜３つのポイント＞

1.里山の自然体験

2.生物の育成

3.保全作業体験

自然体験 生物育成 保全活動

サマーオープンキャンパス

近隣の学校のクラフト体験

2013年実績
・近隣の学校
自然学習の場

・夏休みオープン
キャンパス開催

参加 818名

巨大かぼちゃの見学

学校のビォトープづくり 学生の里山保全

道普請実習

里山の菜園活動「エコファーム・雨水利用」

雨水の貯水タンク
整備小屋の雨水の取り入れ

雨水活用基本構想図

たまねぎの苗植え・老人会を招いキヌサヤの収穫

3

＜３つのポイント＞

1.里山の雨水活用モデル

2.菜園での農業体験

3.新鮮野菜の試食

＜３つのポイント＞

1.森町の植樹活動（自治会連携）

2.花いっぱい運動推進

3.地域の園芸講座の開催

木々の植樹

花いっぱい運動

森町自治会館
前での植樹祭

バスセンター
水仙の植樹

園芸講座の開催 里山体験イベント活動

＜３つのポイント＞

１．地域の交流の場

2．四季の里山体験

３．自然体験学習

2013年イベント

四季開催
参加 439名

多世代が楽し
く過ごせる

まち

安全安心な
まち

自然豊かな
まち

里山を感じられるまちづくりが
地域活動として定着してきた

ご清聴ありがとう
ございました。
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レンジメントにもチャレンジしました。 

 こやのさと幼稚園では、小さいときから土に触れることを重視し、先生やお母さんたちと一緒に、

年 2 回の植栽やイベントを楽しんでいます。子どもたちの情操教育や、花を通じて多くの人とのコ

ミュニケーションが図れたことは、地域に根差した活動を頑張ってきた成果だと喜んでいます。 

 もう一つは、兵庫県の県民まちなみ緑化事業の活用です。県の緑化助成制度を活用して、これま

でに学校園 6 団体、市立病院 1 団体において低木の植栽が実施されました。学校園では、多くの子

どもたちが作業に参加したことがとても印象的でした。植栽帯がリニューアルされ、景観が良くな

ったことで、学校も変わりました。「せっかく植えた木を枯らしてはいけない」「みんなで大切にし

よう」と、関わった人たちの環境に対する気持ちが変わってきたと感じています。低木を植栽する

ことで 1 カ所に配布する花苗の数が減り、より多くの場所に供給できたことは二重の喜びでした。 

 今後は、植栽した低木にポイントで草花を使って、高低差や色彩等を考慮に入れた花壇づくりの

アドバイスをしていきたいと考えています。 

 

3.昆陽南公園苗圃を活用する会の実績 

 昨年、第 23 回全国花のまちづくりコンクールにおいて、花のまちづくり大賞（国土交通大臣賞）

を受賞しました。これは、私たちが花苗の栽培・供給を通じて市域の緑化活動に積極的に取り組ん

でいることが高く評価されたからだと思っています。 

 今後も、草花による緑化を通じた地域での環境活動に取り組んでいきたいと思います。 

 

（Ｑ） 「苗圃を活用する会」という団体名ですが、あれだけたくさんの苗を作るのは大変だと思

います。ビニールハウスなどは行政のサポートもあったかと思うのですが、そのあたりの仕組みを

教えていただけますか。 

（Ａ） 読みにくい名前ですね。当初はビニールハウスもなく、花苗づくり・公共施設へ供給する

ということで、市のモデル事業として取り組みました。後に市と公園アドプト協定を締結し、種や

土などの資材を支給いただき、其々の役割分担を決めて活動しています。そのおかげもあり、私た

ちも苦労しながら、1 万 5,000 ポットを生産できているという状態です。ビニールハウスは幅 8.5ｍ・

奥行き 2m ぐらいの広さです。 

 花のまちづくりコンクールで審査に来られたときに、この狭いところで 1 万 5,000 ポットもどう

して育てられるのかと指摘されました。確かにこのスペースでは数も置けません。考えて（発芽～

鉢上げ～）花苗がある程度、生長した段階（10 ㎝ぐらい）で第 1 回目の供給をします。生育した順

番に 2 回目～3 回目と供給していきます。供給先の学校園や公共施設で定植するまでの間、水やり

などの（維持管理）をして育ててもらうわけです。 

 はじめは成長苗を供給していましたが、生産量が増えると置き場がなく、また愛情をかけて育て

てもらった方が花を大切にすると気づきました。花を通してのコミュニケーションが図れ、子供た

ちの情操面でも良かったと思っています。  
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● 発表資料 

 
  

第２回 みどりの交流広場 平成26年2月11日

昆陽南公園苗圃を活用する会

活動開始 平成17年11月

会員数 現在34名

活動目的 花と緑の地域づくり

活動概要
・花苗づくり（昨年度は15,000ポット）
・昆陽南公園の花壇等の維持管理
・周辺地域をはじめとした公共施設
への花苗供給
・花壇づくりの指導・支援

花苗供給箇所 位置図

１

昆陽池公園

阪急伊丹駅
ＪＲ伊丹駅

伊丹スカイパーク

荒牧バラ公園

緑ヶ丘公園

県道伊丹豊中線

（伊丹飛行場線）

山陽新幹線

大阪国際空港

伊丹市役所

猪

名

川

県
道
山
本
伊
丹
線
（五
合
橋
線
）

県
道
尼
崎
宝
塚
線

瑞ヶ池公園

昆陽南公園

天津緑地

２

３

４
５

６
７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

1718
19

花苗供給箇所

（平成25年8月現在）

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29 30

31

32

33

学校園１６、公園等７、公共施設５、沿道等５
の計33箇所に花苗を供給

昆陽南公園での活動箇所

②

②

①

③

④⑤

⑥

⑦
⑦⑧

⑨
①苗圃＆メイン花壇

②外周花壇

③ビオトープ花壇

④癒しの花壇

⑤堆肥作り

⑥宿根草花壇

⑦ハナミズキセンター周辺プランター

⑧北側花壇

⑨直播花壇

①メイン花壇

②外周花壇 ④癒しの花壇

③ビオトープ花壇

⑥宿根草花壇

⑦ハナミズキセンター周辺プランター ⑨直播花壇

⑧北側花壇



- 38 - 

 
 昆陽南公園の特徴ある取り組み①

ローメンテナンス・ローコストの花壇づくり

～低木や宿根草の活用や花の種子の直播による花壇づくり～

一年草の植替えの数量を減らせるだけでなく、花壇を立体的に見せる
効果があります。

環境にやさしい土づくり

～コンポストを利用した花殻や落ち葉などから堆肥づくり～

花の残渣や落ち葉をゴミとして処分するのではなく、できるだけ堆肥として再利用
を図っています。

昆陽南公園の特徴ある取り組み②

堆肥づくり
開始
2009年

堆肥づくり
講習会
2013年

環境へのとりくみ

～廃品の活用～

学校で使わなくなった机を花苗の
置き場として利用しています。

机にペンキを塗る

地域へ広げる花と緑のまちづくり活動①
学校園との連携

学校園を中心に花苗の供給を行うとともに花壇
づくりの指導も行っています。

昆陽里小学校では、園芸委員会の生徒たちと
花苗づくりや花壇整備に定期的に取り組んでい
ます。

昆陽里小学校
園芸委員会の
活動風景

こやのさと幼稚園
園児による花苗の植付作業
と花壇

県民まちなみ緑化事業の活用

県の緑化助成制度で学校園６箇所と市立伊丹病院に低木を植栽しました。

併せて、空いたスペースに花苗を植栽し、花壇づくりを進めています。

地域へ広げる花と緑のまちづくり活動②

せつよう幼稚園 昆陽里小学校

松崎中学校市立伊丹病院

こやのさと幼稚園

昆陽南公園苗圃を活用する会の実績

第23回(2013年）全国花のまちづくりコンクールにおいて、花苗を育てて、地域
の花のまちづくりに貢献したことが高く評価され、花のまちづくり大賞（国土交
通大臣賞）を受賞しました。

2013.10.8
神戸新聞 朝刊

2013.8.26
全国花のまちづくりコンクール
現地審査風景

謝辞
私たちは伊丹市との公園アダプト協定に基づき、活動資材等の提供を受け

て活動をしています。また、昆陽南公園運営委員会をはじめ、周辺の学校園・
地域の皆様にご理解ご協力いただいており、兵庫県、公財）兵庫県園芸・公園
協会、花と緑のまちづくりセンターをはじめ、関係者の皆様には種々ご指導い
ただいておりますことに改めて感謝申し上げます。

また、このような場で発表する機会を与えていただいた主催者である公財）
国際花と緑の博覧会記念協会をはじめ、関係者の皆様に御礼申し上げます。
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みになっています。 

 最初のころの活動は、公園の管理・清掃、小学校のビオトープに関する学習の支援、イベントの

運営協力が多かったのですが、この 2～3 年は、生き物の様子をちゃんと知って、どういう管理をし

ていくか、どういう楽しみ方をするかを明確にしようということで、ビオトープの動植物のモニタ

リング、維持管理計画の作成、環境学習プログラムの開発および資料作成を重点事業に位置づけて

活動しています。 

 専門家によるモニタリングには、今後、地域の指導者も育つように、近隣の専門学校の学生さん

にも体験的にではありますが、入ってもらっています。維持管理計画の作成は、公園管理事務所も

加わって、管理上困っていることを共有しながら進めています。 

 

2-2.地域が協力して実施する学校の教育活動 

 学校の活動としては、1 年目から始まった「ビオトープクラブ」があります。ここ 1～2 年は 3 年

生・4 年生の理科の学習でも活用し始めました。 

 地域での活動は、2007 年に「ビオトープフェスタ」を始めましたが、2011 年からは異世代交流と

いうコンセプトもプラスした「親子でグリーンフェスタ」に発展しています。NPO の方や地域の女

性会、緑化リーダーに協力いただきながら、ビオトープの良い雰囲気を満喫する活動になっていま

す。今年度は、大阪市で始まった「土曜授業」をグリーンフェスタに合わせて実施しました。地域

と学校が一緒になって行うプログラムを、来年度以降もいろいろと模索しながら続けていこうと考

えています。 

 みんなで力をあわせ、知恵をあわせながら、これからも取組を続けていきたいと思っています。 

 

（Ｑ） ビオトープを一般の公園の中に造ると、地域住民から草が繁茂するという声も上がると思

います。ザリガニも、子どもが喜ぶだろうという発想で投げ込まれたのだと思いますが、地域の皆

さんに理解していただく上でのご苦労を教えていただけますか。 

 

（Ａ） ザリガニ自身が悪いのではなく、人間の行為がこういう結果を引き起こしているというこ

とを、情の部分、知の部分、理解の部分で、学年に分けて丁寧にアプローチしていかなくてはいけ

ないと思います。 

 地域の方が美しいと思うかどうかに関しても、試行錯誤がありました。どういう場所がビオトー

プとして美しいのか。庭園の美しさとは違う部分もあるけれども、日本の庭園も自然を模している。

いろいろな側面から、私たちのビオトープをどういう形に持っていきたいかということについて、

丁寧な合意形成を意識し続けています。傷つく人、困る人もいることに配慮しながら、しかし生態

学的に譲ってはいけないところも常に持ちながら関わっています。 

 

（Ｑ） 専門家を入れられているということですが、例えば水生植物を池に入れるときに外来性の

稚貝が入らないようにするなど、専門家の配慮が必要ということなのですね。 

 

（Ａ） 特に水生生物に関しては、徹底的に水洗いをし、バックヤードで養生してもらった上で入

れるという形でバリアを張るようなことは意識しました。  
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● 発表資料 

 
  

阿波座南公園ビオトープ

大阪市ゆとりとみどり振興局（当時）「わくわく公園
づくり」事業として、2003年度にビオトープをテーマ
に公園改修計画、ビオトープづくりを地域住民参加
型で実施

場所 大阪市西区立売堀

2004年 3月 ビオトープ完成

池・野草エリア部分 約500㎡

みんなの思いを込めた設計図ができあがりました。

流れと池草地２０年以上前につくられた
ドングリの森

大人も子どもも
造成に関わりました。

2004年3月
できたばかりのビオトープ

現在

• 専門家による生きもの調査と管理や活用への助言

2004 2006 2012

昆虫・水生生物 35種 ー 29種

植物 71種 103種 103種

＊昆虫は志水克人氏、植物は中村俊之氏（2006・2012年）の調査によるもの

２．ビオトープの変化
〜生きもののよう すの変化と課題〜

３．活動をささえる地域のしくみと
“つながり” “ひろがり”

１）阿波座南公園ビオトープクラブ
〜活動を支えるしくみ〜

２）地域が協力して実施する学校の教育活動
〜明治小学校の教育活動〜

〜「ビオトープフェスタ」〜「親子でグリーンフェスタ」〜

Ⅰ期〜試行・模索〜

2004〜2008年頃

ビオトープの管理・活用
の模索・試行

Ⅱ期〜連携・協働のきざし〜

2009〜2011年頃

ビオトープに関わるさまざまな主体の
連携・協働のきざし

第1回かいぼりイベント 実施
「ビオトープフェスタ」から「親子でグリーンフェスタ」へ
地域ビオトープクラブの再編

現在とこれから

地域コミュニティの活性化につなげる活動準備

助成金を活用した基礎情報整理（モニタリング）、プログラム開発・試行
学校での教育活動支援の試み（授業支援、プログラム提供・コーディネート
地域の専門学校、企業、環境団体（靱公園いのちの森）との連携の試み

１）阿波座南公園ビオトープクラブ
〜活動を支えるしくみ〜

阿波座南公園ビオトープクラブ
〜活動を支えるしくみ〜

明治連合振興町会

阿波座南公園
ビオトープクラブ

大阪市建設局
西部方面

公園事務所
（設置者）

大阪市立
明治小学校

NPO法人ウィズ
（福祉系NPO)

明治小校下
子ども会

動植物専門家
環境教育専門家

環境関連専門学校
公園運営関連会社

参画・連携

何者かによるアメリカザリガニの移入

外来種などの移入禁止を呼びかける
ポスターづくり

（明治小ビオトープクラブ）

駆除を続けるとともに、啓発活動にも取り組む

トンボが産卵・羽化できる水生植物の移入実験
（親子でグリーンフェスタ）

2010年 アメリカザリガニの移入による

水辺環境の激変

←ザリガニ移入前

ザリガニ移入から約半年→

2005年
2008年

2013年
池の周りの樹木が
大きく育った

ビオトープの変化【樹林】

2006年 2010年

2012年

周りの樹木の
成長の影響で
暗くなった草地

ビオトープの変化【草地】 ビオトープの変化【水辺】

2004年
2008年

2011年

大きな変化が

１．阿波座南公園ビオトープ

中央大通り

四
つ
橋
筋

阿波座南公園

明治小学校

御
堂
筋

地域の自然のつながり
《ビオトープネットワーク》

川

海

靱公園（都市公園）

街区公園

都市公園・緑地

都市公園・緑地
中之島みんなで“知恵あわせ”

第2回みどりの交流ひろば
花博記念ホール １４０２１１

阿波座南公園ビオトープの取り組み

明治連合振興町会
阿波座南公園ビオトープクラブ

公園ビオトープでつながる
地域社会・学校・行政
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 主な活動

ビオトープおよび公園の管理・清掃活動

ビオトープイベントの企画・運営・実施協力

小学校のビオトープに関連した学習活動支援

小学校下子ども会のビオトープに関連した活動支援

ビオトープの動植物モニタリング

維持管理計画の作成

環境学習プログラム開発および資料作成

＊赤字は、2012〜2014年度の重点事業で、助成金を

活用しながら実施

池のお手入れの
企画・運営

（かいぼりイベント）

専門家によるモニタリング指導

近隣の生物系専門学校生への指導

維持管理のためのワーキング

公園管理事務所も一緒に、維持管理計画づくり

２）地域が協力して実施する学校の教育活動

〜明治小学校の教育活動〜
〜「ビオトープフェスタ」〜「親子でグリーンフェスタ」〜

環境学習プログラム開発・実施
小学校の学習活動支援（ビオトープクラブ）

環境学習プログラム開発・実施
小学校の学習活動支援（3・4学年理科）

四季の自然
（通年の観察授業）

専門家の派遣

２００７年からビオトープへの関心を高めるため
「ビオトープフェスタ」を実施（地域主催）

ドングリで染め物

2011年
“ビオトープフェスタ”から

“親子でグリーンフェスタ”へ

異世代交流の場づくりへの発展

地域全体で支えます

公園事務所やNPOも
プログラム提供

さわやかな天気のもと
ドングリの森で
お茶席も

人気のカレーライスは
PTAの協力で

2013年
“親子でグリーンフェスタ”で
小学校「土曜授業」実施

学校と地域社会で、子どもの学びの場づくりを試みる

「身近な自然」を共通テーマに
全学年の授業を
公園などで実施

グリーンフェスタで
土曜授業

ふえすぎたドクダミで
染め物 OBの中高生も

協力して
生きものさがし

子育て支援

阿波座南公園ビオトープでの教育活動を支える「つながり」

明治小学校

地域の教育活動

明治小PTA

環境教育専門家
動植物専門家
まちづくり専門家

こども

生きもの

まちづくり 環境パートナーシップ
ESD

明治連合振興町会
明治小校下子ども会

大阪市西部方面
公園事務所

阿波座南公園ビオトープクラブ

地域で働く人
公園運営専門企業

地域のNPO
地域の学校(専門学校）

全国学校・園庭ビオトープコンクール2013
国土交通大臣賞 受賞 （2014/02/09)

Ⅰ期〜試行・模索〜

2004〜2008年頃

ビオトープの管理・活用
の模索・試行

Ⅱ期〜連携・協働のきざし〜

2009〜2011年頃

ビオトープに関わるさまざまな主体の
連携・協働のきざし

第1回かいぼりイベント 実施
「ビオトープフェスタ」から「親子でグリーンフェスタ」へ
地域ビオトープクラブの再編

現在とこれから

地域コミュニティの活性化につなげる活動準備

助成金を活用した基礎情報整理（モニタリング）、プログラム開発・試行
学校での教育活動支援の試み（授業支援、プログラム提供・コーディネート
地域の専門学校、企業、環境団体（靱公園いのちの森）との連携の試み

まちづくり
子どももおとなも

ESD(持続可能な開発のための教育）
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えない樹種、実や花がついて生き物と結び付きのある植物を植栽するように計画しました。3D モデ

ルを横目に見ながら、つまようじで簡易なモデルを作成し、樹木の密度や配置を検討し、里山らし

い景観を模索しました。 

 創出プロセスの第三は、地域の自然環境の復元を目指した施工です。この中では、「里山創出プロ

ジェクト」と称して、三つの取組を行っています。一つめが落葉層土壌の撒きだしです。埋土種子

の発芽とモデルとした里山の林内景観の再現を目的に、長尾丘陵コナラ林の落葉層を撒きだしまし

た。 

 二つめが水田土壌の利用です。埋土種子からの発芽による良好な水辺空間の創出を目的に、長尾

丘陵の休耕田の土壌を採取して、池の土壌として活用しました。 

 三つめが、草地・草本類の移植です。コマツ里山に枚方の里山らしい草地を創出するために、長

尾丘陵の畦から草本を表層土とともに採取し、ビオトープ池に隣接する法面に移植しました。 

 創出プロセスの第四は、コマツ里山の変化を把握して維持管理につなげるモニタリング調査です。

通常、設計者が竣工後も現場に関わり続けることはほとんどありませんが、このプロジェクトでは、

竣工後も生物系コンサルタントの協力でモニタリング調査を行い、管理アドバイスを行っています。

その際には、生物多様性を向上させるだけではなく、企業の庭という視点で、外来種であるアレチ

ウリや、ウルシなど人に害を与える種は除去するなど、安全性と景観を考えてアドバイスしていま

す。 

 林床生育種の変化を見ると、竣工後の秋、急激に種数が増加しました。最近の調査ではやや確認

種数が落ち着きましたが、クヌギ、コナラなど、枚方の里山林で見られたものが出現しました。水

田土壌を利用した池からは、ミズオオバコやシャジクモなど、貴重種が出現しました。草地も、竣

工後の秋に種数が増加しました。最近の調査で確認種数が減っているのは、群落の高さが高くなり、

低い草丈の種が育ちにくい環境になっているからだと考えられたので、管理者には草地の刈り込み

をお願いしています。また、カルガモなどの鳥や、トンボ類、チョウ類など、さまざまな生き物が

訪れています。 

 良いことづくしのようですが、実は、竣工後、池一面を水田雑草であるコナギが覆ってしまうと

問題が発生しました。健全なビオトープの証とも言えるのですが、企業の前庭としては好ましくな

いので、施工者が迅速に除去しました。 

4.まとめ 

 プロジェクトを通じて、緑の活動に関する二つの大事なことを学びました。一つは協働すること

の重要性です。このプロジェクトは、生物系コンサルタントの知識と施工者のノウハウを生かし、

さらに事業者の理解があって初めて実現したものです。計画・設計をする前に、三者協働で里山林

の調査を行い、創出する里山林のイメージを共有したことも大事だったと思っています。 

 もう一つは維持管理の重要性です。コマツ里山は昨年、第 3 回みどりのまちづくり賞に応募し、

花博記念協会賞を頂いています。賞の現地審査をした先生方に、「設計コンセプトやモニタリングの

取組も面白いけれども、何よりもコンセプトを理解して管理を行っているのがいい。管理者に感謝

しなさい」と言われました。これは管理の大切さについてのコメントだったと思います。ビオトー

プは、調査を行い、その結果を基に管理方針を決定し、それを維持管理につなげる順応的な管理の

実践が重要だとあらためて思いました。  
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講 評 
 

上甫木 昭春 

（大阪府立大学大学院農学生命科学研究科教授） 

 

 皆さん、お疲れさまでした。大変緊張しながら、

楽しませていただきました。それぞれ非常に多岐に

わたった活動をされているというのが第一印象です。

この後、交流会がありますので、それぞれの活動を

さらに展開するために、いろいろな情報交換をして

いただければいいのではないかと思っています。 

 どのように多様だったのか、私なりに 10 の事例を

性格ごとにまとめてみますと、一つは、環境の基盤、

環境そのものの在り方について取り組んでおられる

ものとして、例えばとどろみの森の里山管理があったのではないかと思います。お聞きしていると、

保全活動、資源利用、里山学習を関連付けながら、被災地にできる支援などもなさっています。そ

ういうことを通じて、地元の基盤をどうしていくか。多分、おやりになっていると思うのですが、

これからどのように整備の目標をさらにつくっていくか。そのための継続する仕組みをどうしてい

くか。そのようなことが、これからまたさらに課題になってくるのではないかという気もしていま

す。 

 苗圃でやっておられた伊丹市の昆陽南公園もそうです。すごいなと思いながら聞いていたのです

が、ローメンテナンス、ローコストはどこでも課題になっていることなので、ぜひ交流会のときに

いろいろ教えていただけたらと思います。 

 関連して、新川姫蛍と花を守る会は、花だけではなくてヒメボタルとの共生ということですが、

この三つが基盤をかなりしっかりと考えていこうというグループなのではないかと考えながら、お

聞きしていました。 

 そういう基盤づくりをしながら、その一方では子どもたちの教育もされています。環境教育では、

空間を保全することと、もう一つ、人づくりが非常に大きなことです。その辺を、奈良学園中学校・

高等学校は、学校のビオトープを基軸にした形でなさっています。言葉遣いがとてもきれいでした。

先生方の教育のたまものかもしれませんが、特に印象に残ったのは、持続可能な循環型人材育成シ

ステムです。そういうことを中学校・高校と連続してやっておられて、できれば、ああいう子にう

ちの大学に来ていただいたらもっといいのかなと思って聞いていました。 

 それから、バタフライガーデンの活動をされている佐保小学校も、子どもたちが非常に一生懸命

やっています。何回もお名前が出てきた室賀さんは、私の仲間でもあるのですが、造園系のコンサ

ルタントの方です。こういうことを一生懸命やられているのですが、そういう人からいろいろな喜

びを感じてくれているという印象がありました。 

 それから、教育現場で環境保全活動を立ち上げると、次はどのように地域の中で連携して維持し

ていくかという仕組みが大事です。今日、そのあたりの仕組みについて発表していただいたのが、

一つは瑞穂小学校の PTA の取組です。学校と PTA と地域を結んでいくというのは、素晴らしい活
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動だと思います。 

 同じように、明治小学校と連携しながら取り組んでいる阿波座南公園ビオトープについて発表が

ありましたが、ここもまさに「知恵あわせ」ということで、もう 10 年の取組です。10 年の中では、

本当にいろいろなことが起こってきます。個人ではとてもできませんので、それを地域ぐるみで進

めておられます。共通して参考になることとして、公園はなかなか勝手に使わせてもらえませんが、

うまく協定を結ぶとできるのではないかという可能性を示していただいたと思いました。 

 さらに多様な活動をされているのが、京都市の緑化協会の方たちです。フタバアオイやフジバカ

マなど、いわゆる日本古来の文化に手掛かりを求めながらやっておられます。それから、癒しの園

芸の会は、自立支援、癒しの空間ということで、大泉緑地で活動されているということでした。 

 実は、緑に関する活動は、いろいろな活動を通して人と人のつながりが生まれるという副次的な

効果があります。さらに言うと、私たちの基軸とする日本の文化を見つめ直すとか、福祉や子育て

などと連携していくことが必要だと思います。公園もそういう場になります。単なる緑だけではな

く、異分野との交流の重要性も確認できたのではないかと思います。 

 最後に石浦さんから、企業有地での取組をご紹介いただきました。時間があったらいろいろな質

問が出たのではないかと思いますが、ビオトープなどをやっておられる方は、かなり奇異に感じら

れたかもしれません。生物多様性と美しさの両立ということに、設計者は本当に苦労されたと思う

のです。美しい風景と、あまり美しくないけれども持続的な風景とは、なかなか相いれない部分が

あります。それを峻別してつくる空間もありますが、企業有地の中でその二つを合わせて来訪者を

受け止めてくださいという課題に対して、あのような答えが一つ出ているわけです。それも一つの

在り方ではあると、僕自身は思います。 

 そういう身近な空間の中に一つの解があって、さらに、本物はとどろみの森に行けば見られる。

あるいは、学校ビオトープは、生きものの営みが分かり、米の育ちが分かる場所ではあるけれども、

田園の風景は分からないので、里山や棚田に行ってその風景を見る。このように、一つの場所で全

てが感じられるのではなく、ビオトープのようにちょっとしたものと本物の風景をセットにして体

験するということも、一方で考えておく必要があるのではないか。ですから、つくられた自然をあ

まりばっさりと切ることがないようにしていただきたいとも思います。 

 そういうことで、今日はいろいろな発表を頂き、それぞれ参考になることがたくさんあったと思

いますので、自分たちの活動の殻を破るとか、さらに充実させるということで、いろいろなことを

吸収していただきたいと思います。 

 もう一つ、ここには大阪府や奈良など、非常に広域から来られていますが、実はこのような交流

は、地域でやられることが非常に大切だと思うのです。要するに、歩いていける市町村や連合会の

区域で、緑に関心がある方、子育てにお困りの方、高齢者の方など、いろいろな分野の方が相互に

交流しながら、公園をどう活用しようか、花で何かサポートできないかということを考えていただ

くと非常にいいと思います。 

 ですから、できれば地域に戻られてから、仲間と相談されて、地域の中で交流活動をして、自分

たちの活動している分野以外の方とも輪を広げていっていただけると非常にうれしい。必要があれ

ば、呼んでいただければすぐに参りますので、これからもぜひ活発に活動を続けていただけたらあ

りがたいと思います。 

 簡単ですが、これで講評に代えさせていただきます。今日はどうもご苦労さまでした。 
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京都学園大学 
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大阪府池田土木事務所 
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①伊丹

－学校

私達は

連携し、

りを行っ

ために

2007 年

学校全体

で創り上

う仕組み

 

②奈良

－学校

本校は

の校地面

「学校林

時に築い

陸水の生

前より、

物多様性

（SSH）

介します

《 パネ

丹市立瑞穂

校で行う地域

は環境プロジ

、伊丹の絶滅

っています。

・地域の環境

にビオトープ

体をビオトー

上げてきまし

みの永続を目

良学園中学

校林をフィー

は、奈良県矢

面積を持って

林」と、校地

いた砂防堤に

生態系フィー

、学校を上げ

性保全」活動

の指定によ

す。 

ネル展示

 

穂小学校

域の絶滅危

ジェクトを 20

滅危惧種の保全

環境プロジ

境のために・地

プを作り始め

ープとし、様

した。そして

目指しています

学校・高

ールドとし

矢田丘陵の南東

ています。も

地に流入する

によってできた

ールドをもつ、

げて取り組んで

動を、スーパー

り組織された

示 》 

ＰＴＡ・

危惧種の保全

006 年に立ち上

全から絶滅危

ェクトの目的

地域のコミュ

、2008 年、2

々な仕掛けを

、私達はこの

す。 

等学校 Ｓ

した里地里山

東部中腹に位

もとは地域の

３本の「沢」

た「里池」と、

、恵まれた学

でいる「里地

ーサイエンス

た、ＳＳ研究
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みずほ花

全とその仕

上げ、学校・

危惧種を呼び

的は３つ「地

ュニティーの

2013 年に大規

を学校・ＰＴ

の「環境プロ

ＳＳ研究チ

山整備と生

位置し、約 13h

里山であった

、並びに創立

、校内に陸上

学校です。６年

地里山整備と生

ハイスクール

究チームがご紹

花倶楽部 

仕組みづくり

ＰＴＡ・地域

び寄せる環境づ

域の子ども達

ために」です

規模緑化を行い

Ａ・地域の連

ジエクト」と

チーム 

生物多様性の

ha

た

立

・

年

生

ル

紹

り－ 
域が

づく

達の

す。

い、

連携

とい

の保存活動

パ

動－ 

パネル展示 



 

 

③奈良

－水辺

本校は

れている

盟し、こ

発展教育

一助と

成してき

デンを造

と一緒に

 

④公益

－京都

京都市

境づく

京都の生

種フジバ

展」等の

取り組み

参加を促

博記念協

良市立佐保

辺のビオトー

は、旧奈良市

る佐保川が流

これまで取り

育（ESD）の

して、地域の方

きました。ま

造成し、庭造

に取り組んで

益財団法人

都ゆかりの和

市都市緑化協

りのため、緑

生活文化を支

バカマ、フタ

の展示会を毎

みとするため

促すネットワ

協会助成事業

 

保小学校 

ープとバタ

市の北部に位置

流れています。

組みを進めて

推進に努めて

方々と共に観

また、平成 24

りのデザイン

でいます。 

人京都市

和の花を守

協会は、緑ゆた

に関する普及

支えてきたが、

タバアオイ等）

毎年開催して

め、栽培ノウハ

ワークづくり

業） 

タフライガー

置し、校区の

。平成 22 年位

てきた「佐保

ています。こ

観察池の水辺

4 年度末より

ンや土づくり

都市緑化

守り育てるネ

たかな都市づ

及活動や支援

、現在は希少

）の保全を訴

きました。継

ハウの蓄積や

を進めていま
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ーデンでの

中央に万葉の

位ユネスコス

保に生きる」を

れらの教育活

のビオトープ

、中庭にバタ

等を 5 年生の

化協会 

ネットワー

づくりと快適

活動を行って

となっている

訴える「藤袴

継続性や広が

や様々な団体

ます。（平成２

の活動－ 
の昔から知ら

スクールに加

を中心に持続

活動の推進の

プを校内に造

タフライガー

の子どもたち

ークづくり－

な生活環

ています。

る植物（原

と和の花

りのある

・個人の

５年度花

－ 



 

 

⑤癒し

－「癒

“心に

葉にして

る社会を

実習花壇

トや、花

また、

活動も継

 

⑥新川

－自然

●地域の

●ヒメボ

●創作紙

土手の

へと繋

歩道は

て、花

指して

しの園芸の

癒しの園芸の

に花を咲かせ

て、植物を介

を目指してい

壇・農園の維

花壇などの基

、花博記念協

継続していま

川姫蛍と花

然と人が共存

の財産である

ボタル保護と

紙芝居で子ど

の草取りと花

繋がりました

は花いっぱい

花とホタルで

ています。 

 

の会 

の会」活動

せましょう”“

介して、人と

います。「癒し

維持管理作業

基盤整備に取

協会の助成事

ます。 

花を守る

存するまち

る桜とヒメボタ

と花づくりや

ども達につなげ

花づくりが、2

た。地域の人々

いになりました

で人々とが集い

動紹介－ 
“花とみどりで

植物／人と人

しの園芸講座」

業、各地での園

り組んでいま

事業の一環とし

会 

ちづくり－

タルを守り育

ゴミ拾いで環

げる活動。元

25 名のボラン

々の協力もあ

た。自然を残

い、ごみの無
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でつながろう

人がつながり

」を活動基盤

園芸福祉活動

ます。 

して、東北大

育てる。 

環境美化。 

元気づくりに

ンティアの参加

あり、１キロの

残しながら癒

無い優しいまち

う”を合言

り支え合え

盤にして、

動のサポー

大震災支援

と１人始めた

加で保護活動

の桜並木の遊

しの空間とし

ちづくりを目

た

動

遊

し

目

パパネル展示 



 

 

⑦特定

－里山

特定非

大阪府箕

この地

生息する

箕面森

いますが

かに共生

 

⑧昆陽

－花と

昆陽南

年 1500

渣や落ち

学校園

ている

っていま

ローコス

ら花と緑

定非営利活

山の緑と自然

非営利活動法

箕面市森町に

地は、昔から

る地域です。

森町は、３共

が、このコン

生する環境づ

陽南公園苗

と緑の地域づ

南公園の圃場

株生産）会員

ち葉で堆肥づ

園や病院など

ことや、地域

ます。また、

ストの花壇づ

緑のまちづく

 

活動法人

然を守り、

法人「とどろみ

に拠点を置いて

ある深山を抱

 

共生「自然環境

セプトに賛同

づくりを目指

苗圃を活

づくり－ 
場を活用して平

員 34 名が公園

づくりに取り組

どの公共施設

域や学校園な

県の政策と連

づくりを推進

くりを広げてい

とどろみ

地域の人達

みの森クラブ

ています。

抱えた里山が

境・地域・多

同する近隣地

しています。

用する会

平成 17 年か

園の花壇づく

組んでいます

33 か所に年

どで花壇づく

連携してロー

進しています。

いきたいと思
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みの森クラ

達と新しい街

ブ」は平成 19

残されていて

多世代」をテー

域の人達と協

 

会 

ら種子まき

りや花がら・

す。 

2 回花苗供給

くりの指導も

ーメンテナンス

昆陽南公園

思います。 

ラブ 

街づくりを

9 年 2 月に設

て希少な動植

ーマとして開

協働して自然

（昨

・残

給し

も行

ス、

園か

を行う－ 
設立され、

植物が多く

発されて

然と人が豊



 

 

⑨明治

－みん

平成

事業「み

では、ビ

の手法で

会、小学

管理や活

担いあ

支えてい

 

⑩小松

－設計

コマツ

の施設集

ています

系コンサ

の向上」

環境の変

治連合振興

んなで知恵あ

14 年度、大

みんなのわく

ビオトープを

で行いました

学校、西部方

活用の取り組

う「知恵あわ

います。 

松製作所大

計者・生物系

ツ里山は、建

集約建替えに

す。地域の里

サルタント・

」の実現に取

変化を把握し

 

興町会 阿

あわせ 公

阪市ゆとりと

わく公園づく

テーマにした

た。以降、地域

方面公園事務所

組みをすすめ、

わせ」により子

大阪工場 

系コンサル

企業

建設機械・重機

に伴う建物跡地

里山調査から計

施工者が協働

取り組みました

し、順応的な維

阿波座南公

公園ビオトー

とみどり振興

くり」により

た公園の改良

域の連合振興

所、専門家等

、それぞれが

子どもや大人

コマツ里

ルタント・施

業敷地内ビ

機械メーカー

地の緑地で、

計画・設計・

働し、コマツ

た。竣工後は

維持管理に繋
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公園ビオ

ープでつな

興局の公園整備

阿波座南公園

良を市民参加型

興町会、子ども

等が協働で維持

できることを

人の環境活動を

里山 

施行者の協

オトープの

ーであるコマ

地域の里山環

施工に至る

ツの環境方針で

はモニタリン

繋げています。

トープク

ながる地域

備

園

型

も

持

を

を

協働による

の創出プロセ

ツの大阪工場

環境の再現を

まで、設計者

である「生物

グ調査を行い

。 

ラブ 

・学校・行

セス－ 
場敷地内

を目指し

者・生物

物多様性

い、生態

パ

行政－ 

パネル展示 



 

 

⑪特定

－おお

本協会

団体です

始め神社

療を行な

また、

に対し、

指導を実

その他

る情報や

 

⑫どん

－団地

シャ

親しまれ

㎡の小高

を見せて

育ててい

す。2 年

めました

定非営利活

おさか緑と樹

会は、大阪で

す。樹木医の

社仏閣などの

ない、守り残

、街路樹や公

、樹木の健全

実施していま

他、韓国や台

や技術の国際

んぐり山

地のシンボル

レール東豊中

れていた里山

高い丘で、コ

ています。団地

いこうと 200

年目には人工

た。地元の保

 

活動法人

樹木の診断

で活動する樹木

の技術を活かし

の地域の巨樹

残していく活動

公園などの公共

全な生育に向け

ます。 

台湾などアジア

際交流活動を行

を守り育

ル「どんぐ

中団地の前身で

山「どんぐり

コナラなど 300

地の建て替え

04 年に結成さ

工池をつくり、

育園児・幼稚

おおさか

断協会の活動

木医が集まっ

し、天然記念

樹や古木につ

動を行ってい

共樹木を管理

けての管理技

ア圏での保護

行っています

てる会 

ぐり山」に集

である東豊中

山」「きのこ

0 本の樹木が

えをきっかけ

され、貴重な

トンボやア

稚園児もどんぐ
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か緑と樹木

動…樹木医

って設立した

念物の樹木を

いて診断治

います。 

理する技術者

技術の研修や

護樹木に関す

す。 

集い、友好

中団地の建設時

こ山」は、団地

が生い茂り、四

に,住民主体で

な自然の維持管

アメンボなどの

ぐり拾いで歓

木の診断協

医の活動－

好・交流の場

時（1960）よ

地内に広がる

四季折々に美

で地域の宝と

管理に取り組

の生きものも

歓声をあげてお

協会 

場に！－ 
り住民に

る約 6,000

美しい景観

して守り

組んでいま

集まり始

おります。 



 

 

⑬チマ

－京都

左京区

ましたが

滅の危機

市左京区

り組んで

 

⑭京都

－都市

京都学

を継続

そのひ

して、京

トワーク

マキザサ再

都市北部にお

区北部の花脊

が，数十年に

機に瀕してい

区役所）を設

でいます。 

都学園大学

市における雨

学園大学バイ

しています。

ひとつのテー

京都駅ビルの

クへの導入効

 

再生委員

おける“チ

脊・別所等に分

に一度の一斉

います。このよ

設立し，生産地

学（バイ

雨庭づくり

イオ環境学部

 

ーマとして世界

のビル型雨庭プ

効果の検討、普

会 

チマキザサ”

分布するチマ

開花・枯死の

ような中，平

地・山鉾町・

オ環境学

－ 
の森本ゼミで

界における雨

プロジェクト

普及啓発パン
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”の保全活

マキザサは，祇

の後，山間部

平成２５年６月

・大学・行政機

学部 森本ゼ

では、生物親

雨庭の事例研

ト「緑水歩廊」

ンフの作成な

活動－ 
祇園祭の厄除

で増加してい

月に「チマキ

機関等の協働

ゼミ） 

和型の都市づ

究とともに、

」への参加、

どを行ってい

除け粽や和菓

いるシカに新

キザサ再生委員

働のもと、チ

づくりに関す

日本におけ

淀川—鶴見緑

います。 

パ

菓子等に使用さ

新芽を食べられ

員会」（事務局

チマキザサの再

する実践的な教

る新たな展開

緑地エコロジカ

パネル展示 

されてき

れて，絶

局：京都

再生に取

教育研究

開を目指

カルネッ



 

 

⑮パナ

－生態

  防

パナホ

客さまや

そして地

大阪府の

事業」、

活動の支

設し、広

 

⑯チャ

－あな

森林の

の活動

を作るた

でつくっ

けの里山

をまとめ

ナホーム株

態系ネットワ

防災セーフテ

ホーム株式会

や地域住民を

地球環境を未

の「みどりの

パナソニック

支援を受け、

広く一般の方

ャリティー

なたの想いが

の保全や生物

に参加できな

ため、大阪府

った寄付ネッ

山体験プログ

めて、興味の

 

株式会社 

ワーク保全

ティエリア

会社は、創業

を含む社会か

未来へ“つな

の風の道形成事

クが展開する

2013 年４月

方々に開放し

ーネット

が森を守る

物多様性の確保

ない都市住民

府域の各地で森

ットワークです

グラム、チョウ

のあるものを選

全と 
アを形成する

50 周年の記念

らの信頼、私

ぐ”というコ

事業」や「防

事業場の緑化

月に「つなが

ご利用頂いて

森が好き

る。ボランテ

保に関心が集

民等にも森に関

森林保全に取

す。人工林の

ウの舞う森づ

選んで寄付を
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る緑化ゾー

念事業として

私たちの事業活

コンセプトの

災安全みちづ

化推進『共存

りのひろば」

ています。 

！ 

ティアの寄

集る中、直接は

関わることの

取組む４つの団

の手入れ、里山

づくりなど３０

を呼びかけてい

ーン「つなが

て、お

活動、

もと、

づくり

の森』

を開

寄付ネットワ

は森づくりな

のできる仕組

団体の呼びか

山保全、子供

０を越える活

います。 

がりのひろ

ワークがで

など

組み

かけ

供向

活動

ば」－ 

できました－－ 



 

 

⑰大阪

－千里

池田土

３市２町

当事務

設の整備

に取り組

回「緑の

のさんぽ

 

⑱地球

－自然

鶴見緑

を再現

の屋外

は貴重な

査して

方で、公

す。環境

阪府池田土

里みどりの

土木事務所は

町のエリアを

務所では道路

備や保全をは

組んでいます

の都市賞」国

ぽみち」につ

球館パー

然体験観察園

緑地にある

し、自然に親

フィールドで

なこの環境を

きました。多

公園や農地と

境学習のため

 

土木事務

さんぽみち

は、豊中市、池

を担当してい

路、河川、公園

はじめ、地域の

す。今回は、平

国土交通大臣賞

ついて紹介しま

トナーシ

園のビオト

「自然体験観

親しみ、人と

です。地球館

を利用する生

多様な生き物

として人が手

めの「みどりの

所 

ちの整備－

池田市、箕面

る、大阪府の

園（服部緑地

の皆さんの様

平成 18 年に

賞の受賞を記

ます。 

ップクラ

トープとして

観察園」は、か

自然の関わり

館パートナーシ

生き物たちを、

物たちがすまい

手を加えること

の空間」につ
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面市、豊能町、

の出先事務所

地・箕面公園）

様々な活動に対

（財）都市緑

記念して取り組

ブ 

ての役割…

かつての里山

り合いを学べ

シップクラブ

、継続的に場

いや休息場に

とによる影響

ついて紹介し

、能勢町の豊

です。 

）などの都市

対する支援に

緑化基金主催

組んだ「千里

…自然体験観

山・田園風景

べる環境学習

ブは、都市で

場所ごとに調

に利用する一

響もみられま

ます。 

豊能地域

市基盤施

に積極的

の第 26

里みどり

観察園調査

パ

査隊の成果－

パネル展示 

－ 



 

⑲特定

－共生

大阪湾

100ha の

市民

めよう

した市民

降、森づ

グなど、

 

⑳一般

－公園

服部緑

を開催

りと多様

表する

となる

持続的な

化へ寄与

らず、北

定非営利活

生の森づく

湾にのぞんで

の「共生の森」

・ＮＰＯ・企

という大阪府

民が中心とな

づくり基本計

、森づくりの

般財団法人

園を舞台に

緑地では、服

しています。

様な自然、緑

とともに、時

よう、園内の

な活性化を実

与することで

北摂地域の企

活動法人

り活動の概

で広がる産業廃

」づくりに取

企業・行政が力

府の呼びかけ

なり、平成 20

計画の提案、植

の中心的な役割

人大阪府

した各種団

服部緑地「み

協議会の開催

緑、文化的資源

時代をリードす

の各施設・団体

実現し、公園の

です。そこで、

企業が連携した

共生の森

概要－ 
廃棄物処分場

取り組むＮＰ

力をあわせて

けで開催され

0 年にＮＰＯ

植樹活動や観

割を担ってい

公園協会

団体のイベン

どり・文化・

催目的は、服

源を活用し、

する先進性あ

体及び関係団

の利用促進を

、公園内のボ

たイベントを
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森 

場・堺第 7－3

Ｏです。 

て、100 年の森

たワークショ

Ｏ法人を設立

観察会の指導や

います。 

会 

ント開催報

地域」を育て

服部緑地が有す

大阪府の緑

あふれる風格

団体が連携し公

を契機とした地

ボランティア

を展開してい

区において、

森づくりを進

ョップに参加

しました。以

やモニタリン

報告－ 
てる協議会

するひろが

と文化を代

のある公園

公園全体の

地域の活性

団体のみな

ます。 

、

進

加

以

ン



 

 

 

 

 

「第 2回みどりの交流広場」開催概要 

 

 

１．趣 旨 

みどりの風・生き物の道の浸透・推進に伴う植樹運動や、他地域での緑化活

動、ビオトープづくりなど様々な環境創出や保護に携わっている市民、企業、

団体等の発表の場を設けることにより、情報の共有や協働のネットワークを促

進し、共生の輪を広げる。 

 

２．主 催  公益財団法人国際花と緑の博覧会記念協会 

 

３．協 力  生き生き地球館 

 

４．後 援  大阪府、大阪市 

 

５．日 時  平成 26年 2月 11 日（火･祝） 12：00 ～ 17：30 

 

６．場 所 

第 1部 花博記念ホール（鶴見緑地公園内） 

第 2部 生き生き地球館会議室（鶴見緑地公園内） 

 

７．次 第 

開会あいさつ 13：00～13：15 

 

第１部 事例発表 13：15～16：15 

 

第 2部 交流会 16：30～17：30 

 

パネル展示 12：00～16：15 

 

閉  会 17：30 

 

８．参加者数 

 130 名 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

第 2回 みどりの交流広場 

平成 26年 3月 

 

発行 公益財団法人 国際花と緑の博覧会記念協会 

〒538-0036 

大阪市鶴見区緑地公園 2番 136 号 

TEL 06-6915-4513 

FAX 06-6915-4524 

URL http://www.expo-cosmos.or.jp 




